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このマニュアルの内容

このオンライン  ヘルプでは、 BEA WebLogic IntegrationTM B2B Console を使用し
て B2B Integration をコンフ ィグレーシ ョ ン、 モニタ、 および管理する方法につ

いて説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Integration B2B Console 入門」 では、 B2B Console の
ユーザ インタフェースについて概説します。

� 第 2 章 「B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 B2B Integration を
設定およびコンフ ィグレーシ ョ ンする方法について説明します。

� 第 3 章 「 ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 ト レー
ディ ング  パートナの管理に必要な手順と情報について説明します。

� 第 4 章 「会話のコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 会話定義を設定する方法につ

いて説明します。

� 第 5 章 「コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を使用して ト レーディ ング  パートナによ
るデータ交換を可能にする方法について説明します。

� 第 6 章 「ロジッ ク  プラグインの使用」 では、 B2B Integration メ ッセージの
ルーティ ングおよびフ ィルタ処理を定義付けできる  Java ク ラスを作成する方
法について説明します。

� 第 7 章 「ビジネス  プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 使用できるビ
ジネス  プロ ト コルの使い方と、 プロ ト コル定義をユーザが作成したロジッ ク  
プラグインにマップする方法について説明します。

� 第 8 章 「B2B Integration のモニタ」 では、 B2B Integration 環境におけるプロ
セス と イベン ト を ト ラ ッキングする方法について説明します。
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対象読者

このマニュアルは、 BEA WebLogic Integration を管理およびコンフ ィグレーシ ョ
ンするシステム管理者を対象と しています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
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関連情報

WebLogic Integration の管理についての詳細は、WebLogic Integration のマニュア
ル、 特に 『B2B Integration 入門 』 と 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して
ください。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ
メ ン ト をご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート
までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ ix



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ



すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 WebLogic Integration B2B 
Console 入門

以下の節では、 WebLogic Integration B2B Console にログオンして、 使い始める

方法について説明します。 内容は以下のとおりです。

� B2B Console とは

� WebLogic Integration B2B Console の起動

� エンティテ ィの検索

� [ メモ ] タブの使用

B2B Console とは

WebLogic Integration B2B Console は、 B2B Integration の保守と実行に必要な管

理機能への、 グラフ ィカルな  Web ベースのインタフェースです。 WebLogic 
Integration B2B Console のホーム ページは、 WebLogic Server Administration 
Console のホーム ページに類似しています。 つま り、 次の図で示すよ うに、 縦に

置かれた  2 つのペインを含むウ ィ ンド ウです。
B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ 1-1



1 WebLogic Integration B2B Console 入門
図 1-1   B2B Integration のナビゲーション ツリーとタブ

注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リーを展開した り折り畳んだり して、 各ノードの下に

リ ス ト された項目を表示した り非表示にした りする手順については、
2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ リーでのエンティテ ィの表示」 を参照

して ください。

左側のペインには、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーが表示されます。 これは B2B 
Integration によって リ ンク されているエンティテ ィ （ ト レーディ ング  パートナな

ど） を表す、 階層的に配置されたノードの集合です。 右側のペインには、 ナビ
ゲーシ ョ ン  ツ リー内のノードで表されるエンテ ィテ ィの管理に使用する、 対話

型のページが表示されます。 Console ではタブ付きのファ イル フォルダと して図

示されるこれらのページは、 「タブ」 と も呼ばれます。

ナビゲーシ ョ ン ツリー タブサーバ名およびポート

ナビゲーシ ョン ツリー内の現在位置
B2B ノード
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WebLogic Integration B2B Console の起動

WebLogic Integration B2B Console を起動するには、先に WebLogic Integration を
起動する必要があ り ます。 ド メ インに対して  startWeblogic.cmd コマンド

（Windows） または startWeblogic コマンド （UNIX） を実行する と、

WebLogic Server が起動し、 ド メ インの config.xml ファ イルで指定した  
WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンおよびリ ソースがサーバにデプロイ され

ます。 WebLogic Integration の起動の詳細については、 『WebLogic Integration の
起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 の、 「WebLogic Integration の起

動」 を参照して ください。

WebLogic Integration B2B Console を起動するには、 次の作業が必要です。

1. 使用している環境に適したコマンドを実行します。

Windows NT または Windows 2000 の場合、 次のいずれかを実行します。

� [スタート｜BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜B2B 
Console] を選択する。

� Web ブラウザで次の URL を入力する。
http://localhost:7001/b2bconsole

UNIX の場合

� Web ブラウザで次の URL を入力する。
http://localhost:7001/b2bconsole

2. B2B Console のログイン ウ ィ ン ドウが表示されたら、 WebLogic Integration 
のインス トール時と同じよ うに、 自分の ID とパスワードを入力します。

B2B Console のホーム ページが表示されます。 詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration 管
理ツールと設計ツール」 の、 「B2B Console の起動」 を参照して ください。
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ナビゲーション ツリーの使用

注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リーに多数のエンティテ ィ （ ト レーディ ング  パートナ

など） を表示する と、 B2B Console のパフォーマンスが低下する可能性

があるため、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーのエンティテ ィ表示は、 デフォル ト

では無効になっています。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーでエンティテ ィの リ ス ト を表示するには、 次の作業が必

要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リー最上端の [B2B] ノードをク リ ッ ク します。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ、 [ プリ ファレンス ] タブの順に選択します。

3. [ ナビゲーシ ョ ン  ツ リー上のエンティテ ィ を表示 ] エンティテ ィ を選択しま

す。 個々のエンテ ィテ ィが、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーに表示されます。

特定のエンティテ ィを制御するパラ メータにアクセスするには、ナビゲーシ ョ ン  
ツ リー内でそのエンテ ィテ ィのノードをク リ ッ ク します。 選択したエンティテ ィ
のコンフ ィ グレーシ ョ ン ページが、 コンソール ウ ィ ン ド ウの右ペインに表示さ

れます。

ポップアップ コンテキスト  メニューの使用

ナビゲーシ ョ ン ツ リーでノードを右ク リ ッ クする と、 以下のコマンドが書かれ

たポップアップ メニューが表示されます。

表 1-1  ポップアップ コンテキスト  メニューのコマンド

コマンド 説明

[新規ウィンド
ウで開く ]

指定したエンテ ィティの対話型ウ ィ ン ド ウを開く。 ナビ

ゲーシ ョ ン  ツ リーは表示されない。
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リスト  ボックスの選択と順序付け

ダイアログ  ボッ クスの中には、 エンテ ィテ ィ をフ ィールド間で移動する こ とに

よって転送できるものがあ り ます。

� リ ス ト間でエンティテ ィ を移動するには、 右矢印ボタンおよび左矢印ボタン

を使用します。

� リ ス ト内のエンティテ ィの順序を変更するには、 上矢印ボタンおよび下矢印

ボタンを使用します。

変更の適用とエンティティの削除

WebLogic Integration B2B Console でリ ス ト されているエンテ ィテ ィは、 変更し

た り、 リ ス トから削除した りできます。

エンティテ ィのプロパティ を修正する と きには、 [ 設定 ] をク リ ッ ク して属性の

プロパテ ィ を修正します。 プロパテ ィの修正が終わったら、 [ 追加 / 適用 ] をク

リ ッ ク して変更を行います。

[新しい **の作
成 ]

このコマン ドによ り、 選択したノードの新規インスタンスを

作成できるページが表示される。 たとえば、 [ ト レーディング 
パートナ ] ノードを右ク リ ッ ク して メニューから  [新しい ト
レーディングパートナの作成 ] を選択した場合を考える。 [新
しい ト レーディング パートナ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れ、 新しい ト レーディング パートナの作成を求められる。

新しい ト レーディング  パートナを作成するには、 ナビゲー
シ ョ ン  ツ リーで [ ト レーディング パー トナ ] ノードを選択し、
右ペインで [新しい ト レーディング パートナの作成 ] の リ ンク
をク リ ッ クしても よい。 新しい [ ト レーディング  パートナ ] ダ
イアログ ボッ ク スが表示され、 新しい ト レーディング パート
ナの作成を求められる。

表 1-1  ポップアップ コンテキスト  メニューのコマンド

コマンド 説明
B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ 1-5



1 WebLogic Integration B2B Console 入門
リ ス トからエンテ ィテ ィ を削除するには、 適切な リ ス ト内のエンティテ ィを選択
して、 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 状況によっては、 エンティテ ィ を無効化する

こ と もできます。 詳細については、 8-10 ページ の 「ト レーディ ング  パートナの

配信チャネルのシャ ッ ト ダウン」 を参照して ください。

エンテ ィテ ィ  プロパティの修正、 およびエンテ ィテ ィの削除と無効化の手順に

ついては、 このマニュアルの該当する節で説明しています。

エンティテ ィの検索

WebLogic Integration B2B Console では、 以下のエンティテ ィ を名前で検索でき

ます。

� ト レーディ ング パートナ

� 会話定義

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

� ビジネス プロ ト コル定義

� ロジッ ク  プラグイン

B2B Console に対しエンティテ ィに関する クエ リ を行う場合、 そのエンテ ィテ ィ

は、 以下のパターン マッチング方法のいずれかを使用して指定できます。

� 完全な名前の入力

� * を使った、 名前の中の任意の文字シーケンス との照合

� ? を使った、 名前の中の 1 文字との照合

たとえば、 ABCD とい う名前は、 以下の文字列のいずれかによって検索できま

す。

� ABCD

� AB*

� AB?D

� A???

� * 

� *CD
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[ メモ ] タブの使用
� ??CD 

エンティテ ィ を検索するには、 以下の作業が必要です。

1. 目的のエンティテ ィのノードをク リ ッ ク します。 既存のエンティテ ィの リ ス
トが、 検索フ ィールド と共に表示されます。

2. 検索フ ィールドに、 キーワードまたは部分的なテキス ト文字列を入力しま
す。 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。 一致する と考えられる項目の リ ス ト が表示さ

れます。

3. 目的のエンティテ ィ を選択します。

[ メモ ] タブの使用

WebLogic Integration B2B Console では、各エンティテ ィについて [ メモ ] タブが

設けられています。 このタブから、 関連機能を説明できるダイアログ  ボッ ク ス

にアクセスできます。 各 [ メモ ] タブは独立しており、 その場所に関連する情報

を格納します。 この情報は、 複数のログイン セッシ ョ ン間でも持続します。
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2 B2B Integration のコンフ ィグ
レーション

WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 メ ッセージングやセキュ リ

テ ィなど、 B2B Integration のいくつかの面を管理するパラ メータを制御できま

す。 また、 リ ポジ ト リから  XML ファ イルをインポートおよびエクスポート した

り、 B2B Console のエンティテ ィの表示をカスタマイズした り、 他のオプシ ョ ン

を指定した りできます。

こ こでは、 以下の内容を取 り上げます。

� B2B Integration のパラ メータの定義

� セキュ リ テ ィの定義

� プロキシ サーバの定義

� リポジ ト リ  データのインポート

� リポジ ト リ  データのエクスポート

� [ プリ ファレンス ] の設定

� 高度な ト レーディ ング  パートナのコンフ ィ グレーシ ョ ン オプシ ョ ンの使用
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B2B Integration のパラメータの定義

B2B Integration のコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration 管
理ガイ ド』 の 「高度なコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスク」 を参照して ください。

WebLogic Integration B2B Console のコンフ ィ グレーシ ョ ンを行うには、 次の作

業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 右ペ

インに [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. [ 一般 ] タブを選択します。 このタブには、 以下のフ ィールドが表示されてい

ます。

表 2-1  B2B Integration の [一般 ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[WLI B2B の名前 ] 現在の WebLogic Integration B2B 名の読み取り専用フ ィールド。

[説明 ] アクテ ィブな B2B エンジンの簡単な説明 （254 文字以下） （省略可）。
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3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 [ 一般 ] タブに表示された値が、 リ ポジ ト リに入

力されます。

セキュリティの定義

WebLogic Server および B2B Integration のセキュ リ テ ィに関する詳細は、 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「セキュ リテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を

参照して ください。

セキュア監査ログをコンフ ィ グレーシ ョ ンするには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 [ コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

[大規模メ ッセージ 
サポート ]

[大規模
メ ッセージ 
サポートの

使用 ]

スループッ ト を向上させる大規模メ ッセージ  サポート を有効
化するフ ィールド。 デフォル トでは、 すべてのメ ッセージは

データベースに書き込まれる。 大規模メ ッセージ  サポート を
有効にする と、 すべてのメ ッセージがデータベースではな く

ファ イル システムに書き込まれるよ うにでき る。

注意 : 多数の大規模なメ ッセージをデータベースに書き込む
と、 実行時のパフォーマンスが低下する可能性があ

る。

[位置 ] 大規模メ ッセージ  サポート を使用する場合に、 作業ファ イル
が格納されているディレク ト リのパスを入力する。

警告 : 指定するディレク ト リは既存のもので、 B2B 

Integration メ ッセージ用に予約されている必要が

ある。

[最小サイ
ズ ]

大規模メ ッセージ  サポート を使用する場合に、 大規模メ ッ
セージ サポート を有効化する対象となる メ ッセージに必要な
最小限のサイズを示す （デフォル トは 0 Kb）。

表 2-1  B2B Integration の [一般 ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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2. [ セキュ リテ ィ ] タブを選択します。 このタブには、 以下のフ ィールドが表示

されています。

3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 タブに表示された値が、 リポジ ト リに入力されま

す。

表 2-2  セキュリティ  フ ィールド

フ ィールド 説明

[ システム パス
ワード ]

WebLogic Integration 実行時環境のユーザ パスワード。 シ
ステム  パスワードの詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 を参照。

[監査ログ クラス ] セキュア監査ログを実装する  Java ク ラスの完全修飾名。

[証明書検証クラス
]

セキュ リ テ ィ検証ク ラスを実装する  Java ク ラ スの完全修飾
名。

[ セキュア タイム
スタンプ クラス ]

セキュア タイムスタンプ ク ラスを実装する  Java ク ラスの
完全修飾名。

[認証局のディレク
ト リ ]

信頼性のある全認証局 （CA） の証明書を格納している
ディ レク ト リ 。
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プロキシ サーバの定義

プロキシ サーバを定義するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 B2B 
Integration のコンフ ィ グレーシ ョ ンおよびモニタのタブが表示されます。

2. [ プロキシ ] タブを選択します。 このタブには、 以下のフ ィールドが表示され

ています。

3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 [ プロキシ ] タブに表示された値が、 リ ポジ ト リ

に入力されます。

リポジト リ  データのインポート

WebLogic Integration のインス トール後、 以下の方法のいずれかで、 データベー

スにデータを供給できます。

� WebLogic Integration B2B Console を使って、 各エンティテ ィのデータを手

動で入力します （エンティテ ィには、 たとえば ト レーディ ング  パートナ、 会

話、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト、 およびビジネス  プロ ト コルなどが

含まれます）。 詳細については、 該当するエンティテ ィのオンライン  ヘルプ

を参照して ください。

� Bulk Loader を使用してデータをインポート します。 Bulk Loader は XML コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルを使用してデータベースへのロードを行いま

表 2-3  [ プロシキ ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ ホスト ] プロキシ  サーバの HTTP アド レス。 たとえば、
http://myproxy.mycompany.com

[ポート ] プロキシ  サーバのポート番号。
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す。 詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の操
作」 を参照して ください。

注意 : WebLogic Server ユーザをインポートする必要がある場合は、次の方法を

使用します （Bulk Loader を使用してデータをインポートする場合、

WebLogic Server ユーザはインポート されません）。

� WebLogic Integration B2B Console を使って、 リ ポジ ト リのバッ クアップ コ
ピーからデータをインポート します。 バッ クアップ ファ イルは、 XML 
フォーマッ ト です。 この方法については、 2-6 ページ の 「[ インポー ト ] タブ
の使用」 で説明しています。 リ ポジ ト リのバッ クアップ コピー作成の詳細に

ついては、 2-9 ページ の 「 リポジ ト リ  データのエク スポート 」 を参照して く

ださい。

注意 : リポジ ト リ  データをインポートする前に、 Windows メニューの [ シャ ッ

ト ダウン ] コマンドを使用して、 B2B エンジン （サーバ） をシャッ ト ダ

ウンする必要があ り ます。 B2B エンジンの実行中は、 データのインポー

トはできません。

[ インポート ] タブの使用

リポジ ト リ  データをインポートするには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 右ペ

インに [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. [ インポート ] タブを選択します。 このタブには、 以下のフ ィールドが表示さ

れています。
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リポジ ト リ  データのインポー ト
表 2-4  [ インポート ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ ファイル名 ] インポートする リポジ ト リ  データ  XML ファ イルの絶対パス。 パス名を
フ ィールドに入力するこ と も、 [参照 ] をク リ ッ ク して適切なファ イルを選択
するこ と もでき る。

エンテ ィテ ィ別のファ イル （ト レーディング パートナ、 コ ラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメン ト 、 会話などだけを含むもの） をインポートする こ と も、 すべて

の B2B Integration エンティティ を含むリポジ ト リ  データ  ファ イルをインポー
トする こ と もできる。

[データベースの初
期化 ]

リポジ ト リ  データを初期化するかど うかを指定するフ ィールド。

警告 :[データベースの初期化 ] オプシ ョ ンを選択する と、 その後リポジ ト リ  
データをインポートする際に、 既存のデータは破棄される。 [データベース
の初期化 ] オプシ ョ ンの選択は慎重に行う必要がある。

[Yes] インポート中に、 リポジ ト リから既存の B2B Integration データ

を消去する。 つま り、 インポート されたデータによ り、 既存の

全データが上書き される。

[Yes] を選択する と、 インポート中にその選択の確認を求められ

る。

[No] インポート中、 既存の B2B Integration データを保持する。 つま

り、 インポート されたデータは、 既存のデータに追加される。

ただし、 既に リポジ ト リ内に存在する要素および属性がイン

ポート されるデータに記述されていた場合、 これら特定の値に

ついてはインポート されるデータが既存のデータを上書きする

（デフォル ト設定は [No]）。
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2 B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [ インポート ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ インポート ] タブに表示された
データが、 リポジ ト リにインポート されます。

5. これで、 Windows メニューから  B2B 起動コマンドを選択するこ とによって、
B2B エンジン （サーバ） を再起動できます。

[ ト ランザクション 
レベル ]

インポート中にエラーが発生した場合の、 システムによる インポー トのロー

ルバッ ク方式を決定するパラ メータ。

[All] コンフ ィグレーシ ョ ン  データを含むリポジ ト リ  データを  1 回の
ト ランザクシ ョ ンでインポートする （このオプシ ョ ンは、 小規

模な リポジ ト リに適している）。

データ  ファ イル内に登場する  B2B Integration エンテ ィテ ィのい

ずれかで無効なデータが検出される と、 Bulk Loader ユーテ ィ リ

テ ィは ト ランザクシ ョ ン全体をロールバッ ク して、 停止する。

リ ポジ ト リはインポー ト前と まったく同じ状態で保持され、 削

除または追加されたデータはない。

[Default] コンフ ィグレーシ ョ ン  データを含むリポジ ト リ  データを複数の

ト ランザクシ ョ ンでインポートする （このオプシ ョ ンは、 大規

模な リポジ ト リに適している）。

このオプシ ョ ンを選択した場合、 インポートによ り ト レーディ

ング パートナ、 会話定義、 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト 、

ビジネス  プロ ト コル定義、 およびロジッ ク  プラグインの各エン
テ ィテ ィに対し ト ランザクシ ョ ンが開始される。 エンテ ィテ ィ

のいずれかに対する ト ランザクシ ョ ン中に無効なデータが検出

される と、 インポートは現行の ト ランザクシ ョ ンについてのみ

ロールバッ ク され、 次の ト ランザクシ ョ ンでのインポートは続

行される。

表 2-4  [ インポート ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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リポジ ト リ  データのエクスポー ト
ト ランザクション レベルの設定

ト ランザクシ ョ ン レベルは、 リポジ ト リ  データのインポート方式を制御し、 イ
ンポー ト中にエラーが発生した場合の、 システムによるインポートのロールバッ

ク方式を決定します。

ト ランザクシ ョ ン レベルを設定するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 右ペ
インに [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. [ インポー ト ] タブを選択します。 [ ト ランザクシ ョ ン  レベル ] フ ィールド
で、 [Default] または [All] を選択します。 これらの値については、 表 2-4 を
参照して ください。

リポジト リ  データのエクスポート  

リポジ ト リから既存のデータを  XML ファ イルと してエクスポー トできます。 こ
の手法は、 データを別のリポジ ト リにインポート した り、 別のデータベースで使

用する場合に役立ちます。 また、 リ ポジ ト リ内のさまざまな要素をエクスポート

可能です。 エクスポー トする各要素について、 要素を選択し、 その要素がエクス

ポート される  XML ファ イルに一意の名前を割り当てます。 詳細については、
2-5 ページ の 「 リポジ ト リ  データのインポート 」 を参照して ください。

リポジ ト リ  データをエクスポートするには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 右ペ
インに [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. [ エクスポート ] タブを選択します。 このタブには、 以下のフ ィールドが表示
されています。
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2 B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
表 2-5  リポジト リ  データのエクスポート

フ ィールド 説明

[ エクスポートする
範囲 ]

エクスポートするデータの指定。 データをエクスポー トする と きには、 一度

に 1 つの XML ファ イルしか作成できない。 XML ファ イルには、 すべてのリ
ポジ ト リ  データを含める こ と も、 指定したエンテ ィテ ィのデータのみを含め
る こ と もでき る。

[すべて ] コンフ ィグレーシ ョ ン  データを含む、 B2B Integration リ
ポジ ト リの全データ。

[B2B] [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブに記載されているコンフ ィ
グレーシ ョ ン要素。 エクスポートするエンテ ィテ ィのイ

ンスタンスを選択するには、 [参照 ] をク リ ッ クする。

[ トレーディン
グ パートナ ]

ト レーディング パートナ関連の全データ要素。 エクス
ポートするエンテ ィテ ィのインスタンスを選択するには、

[参照 ] をク リ ッ クする。

[会話定義 ] 会話定義関連の全データ要素。 エクスポー トするエン

テ ィテ ィのインスタンスを選択するには、 [参照 ] をク
リ ッ クする。

[ コラボレー
ション アグ
リーメント ]

コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト関連の全データ要素。
エクスポー トするエンテ ィテ ィのインスタンスを選択す

るには、 [参照 ] をク リ ッ クする。

[ ビジネス プロ
ト コル定義 ]

ビジネス  プロ ト コル定義関連の全データ要素。 エクス
ポートするエンテ ィテ ィのインスタンスを選択するには、

[参照 ] をク リ ッ クする。

[ ロジック  プラ
グイン ]

ロジッ ク  プラグイン関連の全データ要素。
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リポジ ト リ  データのエクスポー ト
[ フォーマッ ト ] メ タデータを、 リ ポジ ト リ  データがエクスポート されている状態でエクス
ポートするかど うかを示す。 Bulk Loader のフォーマッ トに関する詳細につい
ては、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「Bulk Loader の操作」 を参照。

[拡張 ] リ ポジ ト リ  データ と、 update-count や timestamps な
どのシステム情報の両方をエクスポートする要求。 デー

タを別のシステムまたは環境に移行しよ う と している場

合は、 [拡張 ] を選択する。

[標準 ] リ ポジ ト リ  データのみをエクスポートする要求。 リポジ
ト リのバッ クアップを取ったり、 リポジ ト リ を別のデー

タベースにインポート しよ う と している場合は、 [標準 ] 
を選択する。

[ ビジネス接続
エクスポート  
ファイル ]

WebLogic Integration - Business Connect フォーマッ トによ
るエクスポート  ファ イルを作成する。 このエクスポート  
ファ イルは、 単独の ト レーディング  パートナに関する情
報を  WebLogic Integration リ ポジ ト リ から  WebLogic 
Integration - Business Connect 軽量クラ イアン トにエクス
ポートする場合に使用される。 このオプシ ョ ンの使用は、

ebXML ビジネス  プロ ト コルを使用している場合に限られ
る。

[ エンコード ] WebLogic Integration リ ポジ ト リのエクスポート中に使用されるエンコードの
種類。 エンコードを指定する と、 生成される  XML データには、 たとえば次
のよ う な、 エンコードを定義する行が含まれる。

encoding="GB2312"

この例では、 中国語のエンコード と して、 GB2312 が指定されている。 エン
コードを指定していないと、 生成される  XML データにはエンコード  フ ィー
ルドが含まれない （省略可）。 詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』
の 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 の、 「 ト レーディング パー トナのエンコー
ディングに関する注意」 を参照。

[すべての参照済み
エンティティ をエ

クスポート ]

明示的にエクスポート されているエンテ ィテ ィ と共に、 これらのエンテ ィ

テ ィによって参照される全エンテ ィテ ィ を自動的にエクスポートする要求。

詳細については、 2-12 ページ の 「エクスポート範囲の選択」 を参照して くだ
さい。

表 2-5  リポジト リ  データのエクスポート  （続き）

フ ィールド 説明
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2 B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [ エクスポート ] をク リ ッ ク します。

5. 全エク スポートの範囲について、 デフォル ト設定 （[すべて ]） を復元したい
場合は、 [ リセッ ト ] オプシ ョ ンを選択します （省略可）。

詳細については、 B2B Integration 管理ガイ ドの 「Bulk Loader の操作」 を参照し
て ください。

エクスポート範囲の選択

リポジ ト リからデータをエクスポートする と きに、 従属するデータの検索要求オ

プシ ョ ンを選択できます。 たとえば、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト をエク
スポー トする場合に、 [参照 ] ダイアログ ボッ クスで、 参照されたオブジェ ク ト
のエク スポー ト も要求する と、 エクスポー ト対象には、 選択したコラボレーシ ョ

ン アグ リーメ ン ト、 これらのアグ リーメ ン トによって参照される ト レーディン
グ  パートナ、 およびこれらの ト レーディ ング  パートナによって参照されるビジ
ネス  プロ ト コル定義が含まれます。 こ こでは、 [ エクスポート ] タブの [ エクス
ポートする範囲 ] フ ィールドにおいて選択されているのは [ コラボレーシ ョ ン ア
グ リーメ ン ト ] のみですが、 参照されたオブジェ ク ト も一緒にエクスポート され
ます。

B2B Integration データをエクスポートする と きには、 異なったデータを含む複数
の XML ファ イルを作成できます。 すべてのリポジ ト リ  データを含む XML ファ
イルを作成するこ と も、 指定したエンティテ ィに関連するデータのみを含む 
XML ファ イルを作成するこ と も可能です。

[ エクスポート ] タブで、 [参照 ] を選択してインスタンスの リ ス ト を表示しま
す。 エクスポートするインスタンスを選択します。 選択したデータの型に応じ

て、 特定のオプシ ョ ンのアクテ ィブ、 非アクテ ィブが異なる場合があ り ます。

エクスポート  フォーマッ トの選択

WebLogic Integration ではデータのエクスポート を、 update-count 変数および 
timestamps 変数などのシステム情報付きでも、 これらの情報なしでも、 行 う こ
とができます。
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[ プリ フ ァレンス ] の設定
以下のフォーマッ トからいずれか 1 つを指定します。

� [標準 ] ―リポジ ト リ  データのみをエクスポート します。

� [拡張 ] ―リポジ ト リ  データ とシステム情報の両方をエク スポート します。

� [ ビジネス接続エクスポート  ファ イル ] ―単独の ト レーディング パートナに
関する情報を  WebLogic Integration リポジ ト リから  WebLogic Integration - 
Business Connect にエクスポート します （ebXML プロ ト コルでのみ使用可
能）。

注意 : データを別のシステムまたは環境に移行しよ う と している場合のみ、 [
拡張 ] フォーマッ ト を使用します。

[ プリファレンス ] の設定

[ プリ ファレンス ] タブで、 WebLogic Integration B2B Console におけるエンティ
テ ィの表示方法をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

[ プリ ファレンス ] の設定を行うには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 [ コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. [ プリ ファレンス ] タブを選択します。 このタブには、 以下のフ ィールドが表
示されています。

表 2-6  [ プリファレンス ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[1 ページに表示す
るアイテム数 ]
(1 - 50) 

B2B Console の各ページに表示されるレコードの数。 上限は 50、 下限は 1。 デ
フォル ト設定は 5。

[再試行のデフォ
ルト値 ]

WebLogic Integration にメ ッセージ送信を試行させる回数。 デフォル トは 3。

[再試行のデフォ
ルト時間間隔 ]

WebLogic Integration がメ ッセージを再送信するまでの待機時間。 デフォル ト
は 5000 ミ リ秒。
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2 B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [適用 ] をク リ ッ ク します。

[デフォルトのタ
イムアウト値 ]

ト ランザクシ ョ ンの有効期間の長さ （日数、 時間数、 分数、 秒数で指定）。 こ

の期間が過ぎる と、 未処理のメ ッセージがあっても  WebLogic Integration はト
ランザクシ ョ ンを終了する。 デフォル トは 5000 ミ リ秒 （省略可）。

[言語 ] WebLogic Integration B2B Console で入力に使用される自然言語。 デフォルト
は [English (UTF-8)]。 その他の選択肢と しては、 [デフォル ト ]、 [Chinese]、
および 2 種類の [Japanese] がある。 使用言語がリ ス ト内にない場合は、 [デ
フォル ト ] を選択する と、 システムで設定されているデフォル トの地域設定が
使用される。

注意 : [言語 ] フ ィールドを  [デフォル ト ] に設定する場合は、 [デフォル ト
言語の文字セッ ト ] フ ィールドで、 使用している文字セッ ト を指定す
る必要がある。

[デフォルト言語
の文字セッ ト ]

データの表示と入力に使用するデフォル トの言語と して設定される文字セッ

ト を指定する。

[拡張コンフ ィグ
レーション コン ト
ロールを表示 ]

コンフ ィグレーシ ョ ン タブでロジッ ク  プラグインを表示するかど うかを指定
するフ ィールド。 このオプシ ョ ンを有効にする と、

� [ ト レーディング  パートナ詳細 ] タブが表示される。

� ナビゲーシ ョ ン  ツ リーで、 [ ロジッ ク  プラグイン ] ノードが表示される。

� ビジネス  プロ ト コル定義の リ ス ト （[ ビジネス  プロ ト コル ] ノードに表示）
が編集できるよ うになる。 無効にする と、 リ ス トは表示されるが、 定義に

ロジッ ク  プラグインを追加できない。

[ ナビゲーション 
ツリー上のエン
ティティ を表示 ]

ト レーディング パートナなど個々のエンテ ィテ ィ を、 ナビゲーシ ョ ン ツ リー
の最上位ノードの下の分岐と して表示するかど うかを制御するフ ィールド。

注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リーに多数のエンティテ ィ （ ト レーディ ング  
パートナなど） を表示する と、 B2B Integration のパフォーマンス
が低下する可能性があるため、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーのエンティ
テ ィ表示は、 デフォル ト では無効になっている。

表 2-6  [ プリファレンス ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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[ プリ フ ァレンス ] の設定
設定は複数の B2B Console セッシ ョ ン間でも持続します。
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2 B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
高度なシステム コンフ ィグレーション機能を表示
する

以下の B2B Console の機能の表示を有効にした り無効にした りできます。

� ロジッ ク  プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン

� ビジネス プロ ト コル定義のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディ ング パートナの高度なコンフ ィグレーシ ョ ン

これらの機能の表示の有無を変更するには、 以下の手順を実行します。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ、 [ プリ ファレンス ] タブの順に選択します。

3. [拡張コンフ ィグレーシ ョ ン  コン ト ロールを表示 ] オプシ ョ ンを選択または
選択を解除して、 前述の各機能を有効化、 または無効化します。

4. [適用 ] をク リ ッ ク します。

1 ページに表示される項目数の制御

各 B2B Console ページに表示される項目の数を変更するには、次の作業が必要で
す。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ、 [ プリ ファレンス ] タブの順に選択します。

3. [1ページに表示するアイテム数 ] フ ィールドに、 適当と思われる値を入力し
ます。 デフォル トは 5 です。

4. [適用 ] をク リ ッ ク します。
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[ プリ フ ァレンス ] の設定
ナビゲーション ツリーでのエンティティの表示

ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードの下に個々の項目を表示するかど う かを
制御できます。

注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リーに多数のエンテ ィテ ィ （ ト レーディ ング  パートナ
など） を表示する と、 B2B Integration のパフォーマンスが低下する可能
性があるため、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーのエンティテ ィ表示は、 デフォル
ト では無効になっています。

個々の項目の表示を有効または無効にするには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [ プリ ファレンス ] タブの順に選択します。

3. ナビゲーシ ョ ン ツ リーのオプシ ョ ンで、 [表示 ] エンティテ ィ を選択するか、
または選択を解除して、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーの個々の項目を表示するか非
表示にするかを指定します。 デフォル トでは、 このオプシ ョ ンは選択されて

いません。

4. [適用 ] をク リ ッ ク します。

B2B Integration のパフォーマンスの制御

WebLogic Integration には、 B2B Integration や B2B Console の実行時パフォーマ
ンスを向上させるために設定できるいくつかのパラ メータがあ り ます。

� XOCP バインディ ングを使用して ト レーディ ング  パートナのドキュ メ ン ト交
換をコンフ ィ グレーシ ョ ンする場合、 [配信の確認 ] および [ メ ッセージの履
歴 ] とい う  2 つのオプシ ョ ンを使用して、 B2B Integration 機能の実行時パ
フォーマンスを変える こ とができます。 詳細については、 3-22 ページ の
「ドキュ メ ン ト交換のための XOCP 1.1 のコンフ ィ グレーシ ョ ン （非推奨）」
を参照して ください。

� メ ッセージをデータベースに書き込むかファ イルシステムに書き込むかを、

選択できます。 詳細については、 2-2 ページ の 「B2B Integration のパラ メー
タの定義」 を参照して ください。
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また、 B2B Console のパフォーマンスは、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーでエンティテ ィ
がどのよ うに表示されるかにも左右されます。 詳細については、 1-4 ページ の
「ナビゲーシ ョ ン  ツ リーの使用」 を参照して ください。

高度なト レーディング パートナのコンフ ィ
グレーショ ン オプショ ンの使用

B2B Console は、 ト レーディ ング パートナの XOCP フ ィルタおよびルータ と、
拡張プロパティの設定を修正する、 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンを
提供します。 これらの設定は、 ほとんどのユーザにとっては修正不要です。

ト レーディング パートナの XOCP フ ィルタおよび
ルータのコンフ ィグレーション （非推奨）

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の今回のリ リース
で非推奨になっています。 XOCP ビジネス プロ ト コルに代わる機能につ
いての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くだ

さい。

特定の ト レーディ ング  パートナに関連付けられた XOCP フ ィルタおよびルータ
の リ ス ト を表示するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。
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2. [詳細設定 ] タブを選択します。 [XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブがアク
ティブでない場合は、 これを選択します。

指定した ト レーディ ング  パートナに関連付けられたフ ィルタおよびルータの
リ ス ト が表示されます。 このタブのフ ィールドの詳細については、 7-1 ペー
ジ の 「ビジネス  プロ ト コルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

B2B Integration で使用される  XOCP フ ィルタおよびルータの詳細については、
『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィ グレーシ ョ ン  タス ク」 を参照
して ください。

トレーディング パートナの XOCP フ ィルタまたは
ルータの削除

ト レーディング パートナの XOCP フ ィルタまたはルータを削除するには、 次の
作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

2. [詳細設定 ] タブを選択します。 [XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブがアク
ティブでない場合は、 これを選択します。

3. [XOCP フ ィルタ  チェーン ] または [XOCP ルータ  チェーン ] と表記された リ
ス ト で、 削除するものを選択します。 [削除 ] をク リ ッ ク します。

B2B Integration で使用される  XOCP フ ィルタおよびルータの詳細については、
『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィ グレーシ ョ ン  タス ク」 を参照
して ください。
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ト レーディング パートナの拡張プロパティのコン
フ ィグレーション 

ト レーディ ング パートナ定義を処理するための特別な条件を定義するには、 [拡
張プロパティ ] タブを使用します。 たとえば、 XPath 式を使用して、 フ ィルタ処
理およびルーティ ングの規則を変更できます。 これらのプロパテ ィは、 ビジネス  
プロ ト コル ルータおよびフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインによって生成される メ ッ
セージコンテキス ト  ドキュ メ ン トに含まれています。

特定の ト レーディ ング  パートナ用に設定された拡張プロパティ を表示するには、
次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ リーでのエンティテ ィ
の表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ
ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選択されている場合のみ
使用できます）。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これをク リ ッ ク し
ます。 [詳細設定 ] タブ、 [拡張プロパティ ] タブの順に選択します。 [拡張
プロパティ ] タブには、 以下のフ ィールドが表示されています。

表 2-7  [拡張プロパティ ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ プロパティ名 ] この ト レーディング パートナ用に作成する新しい拡張プロパテ ィの名前。

[ プロパティ値 ] 拡張プロパテ ィの値。
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3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

B2B Integration で使用される  XOCP フ ィルタおよびルータの詳細については、
B2B Integration 管理ガイ ドの 「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照し
て ください。

[属性 ] B2B Integration に追加できるカスタム属性。

[名前 ] 追加する属性の名前。

[値 ] 追加する属性の値。

[属性 ] 使用できる属性の リ ス ト （name=value の形式で、 名前
/値のペアと して表示）。

[拡張プロパティ ] この ト レーディング パートナのための既存の拡張プロパティの リ ス ト 。
リ ス ト内のプロパテ ィの 1 つをク リ ッ クする と、 このタブの他のフ ィール
ドが、 そのプロパテ ィに適した情報と共に伝播される。

表 2-7  [拡張プロパティ ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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ト レーディング パートナへの拡張プロパティの追
加

ト レーディ ング パートナに拡張プロパティ を （名前 /値ペアの形式で） 追加でき
ます。 拡張プロパティ を追加するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

2. [詳細設定 ] タブを選択します。 [拡張プロパテ ィ ] タブがアクテ ィブでない
場合は、 これを選択します。

3. 新しいプロパティの名前、 値、 および名前 /値ペアを入力します。 拡張プロ
パティ  フ ィールドの詳細については、 2-18 ページ の 「高度な ト レーディ ン

グ  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの使用」 を参照して くださ
い。

4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。 新しいプロパティが リポジ ト リに追加され
ます。

B2B Integration で使用される  XOCP フ ィルタおよびルータの詳細については、
『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照
して ください。

ト レーディング パートナからの拡張プロパティの
削除

ト レーディ ング パートナから （名前 /値ペアの形式の） 拡張プロパティ を削除で
きます。 拡張プロパテ ィ を削除するには、 次の作業が必要です。
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1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

2. [詳細設定 ] タブを選択します。 [拡張プロパティ ] タブがアクテ ィブでない
場合は、 これを選択します。

3. 拡張プロパティの リ ス トから、 削除するものを選択します。 [削除 ] をク リ ッ
ク します。

B2B Integration で使用される  XOCP フ ィルタおよびルータの詳細については、
『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィ グレーシ ョ ン  タス ク」 を参照
して ください。
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フ ィグレーション

こ こでは、 以下の内容を取 り上げます。

� ト レーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンの概要

� ト レーディング パートナの作成

� ト レーディング パートナの修正

� ト レーディング パートナの削除

� ト レーディング パートナ パーティ  ID のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディング パートナの証明書のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディング パートナのドキュ メ ン ト交換のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディング パートナ転送のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディング パートナの配信チャネルのコンフ ィグレーシ ョ ン

ト レーディング パートナのコンフ ィグレー
ショ ンの概要

B2B 電子商取引の基本単位の 1 つが、 ト レーディ ング  パートナです。 ト レー
ディ ング  パートナの ID は、 電子コ ミ ュニティのビジネス目的との関連で定義す
る必要があ り ます。 WebLogic Integration 環境では、 ト レーディ ング  パートナ
は、 他のエンティテ ィ との間で、 事前に定義された役割を果たすこ とによ り、 特

定のビジネス上のやり取り または会話に参加する こ とに同意しているエンティ

テ ィ と して理解されます。
B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ 3-1



3 ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン
WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 ト レーディ ング  パートナを作
成、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 および修正できます。 こ こでは、 ト レーディング  
パートナの基本的なコンフ ィグレーシ ョ ンを行う手順について説明します。 ト

レーディング パートナの高度なコンフ ィ グレーシ ョ ンを行う手順については、
2-18 ページ の 「高度な ト レーディング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン  オプ
シ ョ ンの使用」 に記載しています。

ト レーディング パートナの作成

ト レーディ ング パートナを作成するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. リ ス ト先頭の [新しい ト レーディング パートナの作成 ] リ ンクをク リ ッ ク し
ます。 表示が修正されて、 新しい ト レーディ ング  パートナを定義できるよ う
にな り ます。

3. フ ィールドに新しい値を入力するか、 表示されているデフォル ト値を修正し
ます。 必要な情報を入力するまで、 他のタブはアクティブにな り ません。

表 3-1  [ トレーディ ング パートナ ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[名前 ] 作成または修正する ト レーディング  パートナの名前。 インスタンスを作成後

は、 このフ ィールドは読み取り専用になる （上限は 254 文字）

[説明 ] ト レーディング パートナの簡単な説明 （上限は 254 文字） （省略可）。

[ タイプ ] ローカルか リモートかを選択する。 ト レーディング パートナがローカルであ

る （つま り、 B2B エンジンと同じマシン上で実行されている） か、 リモート

である （つま り、 B2B エンジンのホス ト  マシン とは別のマシン上で実行され

ている） かの表示。

[ アドレス ] ト レーディング パートナの住所 （上限は 254 文字） （省略可）。

[電子メール ] ト レーディング パートナの電子メール アドレス （上限は 254 文字） （省略
可）。
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4. [作成 ] をク リ ッ ク します。 ト レーディ ング  パートナ名が無効の場合は、 エ
ラー メ ッセージが表示されます。 必須フ ィールドへの入力をすべて完了する
までは、 新しい ト レーディ ング パートナを作成できません。

新しい ト レーディ ング  パートナの作成後、 [一般 ] タブが更新され、 入力した情
報が表示されます。 他のコンフ ィグレーシ ョ ン  タブもアクテ ィブ化され、 [作成
] オプシ ョ ンは [適用 ] と  [ リ セッ ト ] の 2 つのオプシ ョ ンに置換されます。 これ

[電話 ] ト レーディング パートナの電話番号 （上限は 254 文字） （省略可）。

[ ファックス ] ト レーディング パートナのファ ッ ク ス番号 （上限は 254 文字） （省略可）。

[WLS ユーザ名 ] ト レーディング パートナによって メ ッセージが送信される と きに、 その ト

レーディング パートナの証明書のマッピング先となる  WebLogic Server ユー
ザの名前。 このフ ィールドにデータが入る と、 WebLogic Server ユーザ アカ
ウン トが作成される。 デフォル トのパスワードは、 ユーザ名。

この設定は、 特に リモートの ト レーディング パートナからの接続との関連

で、 ク ラ イアン ト側のセキュ リ テ ィ設定に影響する。

WebLogic Server で提供されているセキュ リ テ ィ機能、および B2B Integration 
機能に関する詳細は、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「セキュ リ

テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照。

[ エンコード ] この ト レーディング パートナとの通信に使用される自然言語。 この ト レー

ディング パートナによって送信される メ ッセージは、 こ こで指定する言語に

エンコード される （省略可）。 デフォル トは [UTF-8 (English)]。 詳細について

は、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 の、 「 ト

レーディング パートナのエンコーディングに関する注意」 を参照して くださ

い。

[ ステータス ] ト レーディング パートナをアクテ ィブにするか非アクテ ィブにするかを指定

できるフ ィールド。

[ アクティブ ] ト レーディング パートナはアクテ ィブであ り、 B2B 
Integration ユーザによって利用可能。

[非アクティブ ] ト レーディング パートナは非アクテ ィブであ り、 使用

不可。

表 3-1  [ ト レーディング パートナ ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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で、 ト レーディ ング パートナの追加要素をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 新
しい ト レーディ ング  パートナは、 全 ト レーディ ング  パートナのリ ス トに表示さ
れます。

ト レーディング パートナの修正

既存の ト レーディ ング パートナを修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. ト レーディ ング パートナを選択します。 そのト レーディ ング パートナの
ページ上のコンフ ィグレーシ ョ ン  フ ィールドにデータが入り ます。

3. 修正する情報が含まれるタブを選択します。 詳細については、 3-2 ページ の
「 ト レーディ ング パートナの作成」 を参照して ください。

4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。 [一般 ] タブが、 入力した新規情報で更新
されます。 これで、 必要に応じて他のコンフ ィグレーシ ョ ン  タブの要素を修
正できるよ うにな り ました。
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ト レーディング パートナの削除

注意 : ト レーディング パートナは、 アクテ ィブなコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト がその ト レーディング パートナのパーティ  ID を使用している と き
には、 リ ポジ ト リから削除できません。

リポジ ト リから ト レーディ ング  パートナを削除するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。

2. 1 つまたは複数の ト レーディ ング  パートナを選択します。

3. ウ ィ ンド ウ下部の [削除 ] を選択します。

ト レーディング パートナ パーティ  ID のコ
ンフ ィグレーショ ン

ト レーディング パートナ パーティ  ID を使用する と、 ビジネス会話に参加するビ
ジネス  エンティテ ィ を指定できます。 ト レーディ ング  パートナには、 さまざま
なコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト におけるパーティ を識別する、 いくつかの
パーティ  ID を使用できます。たとえば、会社 XYZ が XYZTradingPartner とい う
名前の ト レーディ ング  パートナを作成したと します。 この ト レーディ ング  パー
トナは、 たとえば見積請求や発注書の要求など、 いくつかの会話に参加できま

す。

新しいパーティ  ID の作成

パーティ  ID は、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト との関連でト レーディ ング  
パートナを識別するために名前と共に使用される文字列です。 パーティ  ID を使
用する と、 ビジネスに対して一意の要素を定義できます。 たとえば、 特定の ト

レーディ ング パートナのパーティ  ID と して Dun and Bradstreet 社の DUNS (Dun 
and Bradstreet’s Universal Numbering System) 番号を入力する こ とができます。
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新しいパーティ  ID を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ、 [パーティ  ID] タブの順に選択します。 [
パーテ ィ  ID] タブには、 以下のフ ィールドが表示されます。

3. 必要に応じて、 適切なフ ィールドを修正します。

4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。 新しいパーティ  ID が、 使用できるパー
ティ  ID のリ ス トに追加されます。

表 3-2  [パーティ  ID] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[パーティ  ID] 任意の文字の組み合わせで構成される、 分か りやすい一意

のパーテ ィ  ID。 パーテ ィ  ID は、 ト レーディング パートナ
名と共に、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト内のパーティ
の識別に使用される。 たとえば、 Dell DUNS （必須）。

[ ビジネス ID] このパーテ ィ  ID と関連付けるビジネス  ID に付ける分かり
やすい名前。 たとえば、 DUNS （省略可）。

[ ビジネス ID タイ
プ ]

ビジネス  ID タ イプに対して付ける、 ビジネス  ID とパー
テ ィ  ID の関係を説明する名前。 たとえば、 会社の Dun & 
Bradstreet 番号 （省略可）。

[パーティ  ID] 既存の全パーテ ィ  ID の リ ス ト 。
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パーティ  ID の修正

既存のパーティ  ID を修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択し、 次に [パーティ  ID] タブがアクテ ィ
ブでない場合は、 これを選択します。 使用できる全パーテ ィ  ID のリ ス トが
表示されます。

3. 修正するパーティ  ID を選択します。 その ID のコンフ ィグレーシ ョ ン  
フ ィールドにデータが入り ます。

4. 必要に応じてフ ィールドを修正します。

5. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

パーティ  ID の削除

パーティ  ID を削除するには、 以下の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
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リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [パーティ  ID] タブがアクテ ィ
ブでない場合は、 これを選択します。 使用できるパーティ  ID のリ ス トが表
示されます。

3. 削除するパーティ  ID を選択します。

4. [削除 ] をク リ ッ ク します。

ト レーディング パートナの証明書のコン
フ ィグレーショ ン

WebLogic Integration は、 ト レーディング パートナ間の ト ランザクシ ョ ンをセ
キュアにするデジタル証明書の使用をサポート します。 これらの証明書は、 プラ

イベート  キーと共に、 さ まざまな B2B Integration 機能に対して以下の 3 つのセ
キュ リ テ ィ機能をサポート しています。

� SSL 認証

� デジタル署名

� RosettaNet におけるデータ暗号化

WebLogic Server で提供されているセキュ リ テ ィ機能、 および B2B Integration 機
能に関する詳細は、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィの

コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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証明書参照の追加、 および証明書のキーストアへの

インポート

アプ リケーシ ョ ンで証明書を使用する場合、 証明書に対する参照を  WebLogic 
Integration リポジ ト リに作成する必要があ り ます。 また、 その証明書を、 証明書
と関連付けられたプライベート  キーと共にキース ト アにインポートする こ と も
できます。

リポジ ト リに証明書参照を作成し、 その証明書をそのプライベート  キーと共に
キース ト アにインポートするには、 次の手順に従います。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [証明書 ] タブがアクテ ィブで
ない場合は、 こ こでこれを選択します。 [証明書エン ト リの作成 ] リ ンクをク
リ ッ ク します。

現在の ト レーディ ング  パートナがローカルの場合、 こ こで [証明書 ] タブに
表示されるフ ィールドの説明は 表 3-3 に示されています。

現在の ト レーディ ング  パートナが リモートの場合、 こ こで [証明書 ] タブに
表示されるフ ィールドの説明は 表 3-4 に示されています。
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表 3-3  ローカル ト レーディ ング パートナに対する [証明書 ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[証明書名 ] WebLogic Integration リポジ ト リの証明書の名前を指定する。 指定した名
前はキース ト アのエ リアス と しても使用される。

[証明書のタイプ ] WebLogic Integration ト レーディング パートナ証明書のタイプを以下の中
から指定する。

[ クライアント証明
書 ]

この リモー ト  ト レーディング パートナ用のデジ
タル証明書。 相互認証の SSL プロ ト コル使用時
には必須。

[署名証明書 ] 会話に対して否認防止性がコンフ ィグレーシ ョ

ンされている場合に、 各 ト レーディング パート
ナに必要。

[暗号証明書 ] コ ラボレーシ ョ ンにビジネス  メ ッセージの暗号
化が使用される場合に、 各ト レーディング パー
トナに必要。 暗号化のサポー トは、 RosettaNet プ
ロ ト コルでのみ使用可能となる。

[証明書の位置 ] WebLogic Server キース トアにインポートする証明書ファ イルの場所 （絶

対パス名）。

[ プライベート  キーの
位置 ]

プライベート  キー フ ァ イルの場所 （絶対パス名）。 プラ イベート  キーは、
プラ イベート  キー パスワードが正しいと検証された後、 プラ イベート  
キー ファ イルから抽出される。 抽出後、 プラ イベート  キーは、 メ ッセー
ジにデジタル署名して リモート  ト レーディング パートナに送信する と き、
または リモート  ト レーディング パートナから受信したメ ッセージを解読
する と きに、 ローカル ト レーディング パー トナによって使用される。 こ
のフ ィールドは、 SSL、 デジタル署名、 または暗号化のいずれかのセキュ
リテ ィ機能を使用しているローカル ト レーディング パー トナの場合に
限って必要となる。

[ プライベート  キーの
パスワード ]

プライベート  キーのパスワードを入力する。 プラ イベート  キーがパス
ワード保護されていない場合は、 キース ト アのパスワードを入力する。

正しいパスワードを入力しないと、 プラ イベート  キーをキース ト アにイ
ンポートできない。 このフ ィールドは、 [プライベート  キーの位置 ] 
フ ィールドに値が入力された場合必須となる。
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3. 証明書のコンフ ィ グレーシ ョ ン情報を入力します。

表 3-5 の説明を参考にしてローカル ト レーディ ング  パートナに対する該当
フ ィールドを入力します。

表 3-6 の説明を参考にして リモート  ト レーディ ング  パートナに対する該当
フ ィールドを入力します。

表 3-4  リモート  トレーディング パートナに対する [証明書 ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[証明書名 ] WebLogic Integration リ ポジ ト リの証明書の名前を指定する。 指定した名
前はキース ト アのエ リアス と しても使用される。

[証明書のタイプ ] WebLogic Integration ト レーディング パートナ証明書のタイプを以下の中
から指定する。

[ クライアント証明
書 ]

リモート またはローカルの ト レーディング パー
トナのデジタル証明書。 相互認証の SSL プロ ト
コル使用時には必須。

[サーバ証明書 ] リモート  ト レーディング パー トナのデジタル証
明書。 SSL プロ ト コル使用時には必須。

[署名証明書 ] 会話に対して否認防止性がコンフ ィグレーシ ョ

ンされている場合に、 各ト レーディング パート
ナに必要。

[暗号証明書 ] コ ラボレーシ ョ ンにビジネス  メ ッセージの暗号
化が使用される場合に、 各 ト レーディング  パー
トナに必要。 暗号化のサポートは、 RosettaNet プ
ロ ト コルでのみ使用可能となる。

[証明書の位置 ] WebLogic Server キース ト アにインポー トする証明書ファ イルの場所 （絶

対パス名）。
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表 3-5  ローカル ト レーディ ング パートナに対する [証明書 ] タブ

証明書が . . . 入力対象フ ィールド 必須 /省略可

まだキース ト

アにインポー

ト されていな

い場合

[証明書名 ] ( キース ト アのエ リアス名になる ) 必須

[証明書のタイプ ] 必須

[証明書の位置 ] 必須

[プラ イベー ト  キーの位置 ] 必須

[プラ イベー ト  キーのパスワード ] 必須

すでにキース

ト アにイン

ポート されて

いる場合

[証明書名 ] ( この証明書に対するキース ト アのエ リアス
名 )

必須

[証明書のタイプ ] 必須

[証明書の位置 ] 省略可

[プラ イベー ト  キーの位置 ] 省略可

[プラ イベー ト  キーのパスワード ] 必須

表 3-6  リモート  ト レーディ ング パートナに対する [証明書 ] タブの入力対象フ ィールド

証明書が . . . 入力対象フ ィールド 必須 /省略可

まだキース ト

アにインポー

ト されていな

い場合

[証明書名 ] ( キース ト アのエ リアス名になる ) 必須

[証明書のタイプ ] 必須

[証明書の位置 ] 必須

すでにキース

ト アにイン

ポート されて

いる場合

[証明書名 ] ( この証明書に対するキース ト アのエ リアス
名 )

必須

[証明書のタイプ ] 必須

[証明書の位置 ] 省略可
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4. 証明書がまだキース ト アにインポート されていない場合は、 [ キース ト アへ
証明書を保存 ] チェ ッ クボッ クスを選択します。

5. [追加 ] をク リ ッ ク します。

証明書参照の削除

WebLogic Integration リポジ ト リの証明書参照を削除するには、 次の作業が必要
です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [証明書 ] タブがアクテ ィブで
ない場合は、 これを選択します。 使用できる証明書の リ ス ト が表示されま

す。

3. WebLogic Integration リポジ ト リから削除する証明書参照を選択します。 証
明書も併せてキース ト アから削除したい場合は、 [ キース ト アから証明書を
削除 ] チェッ クボッ クスを選択します。

4. [削除 ] をク リ ッ ク します。
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ト レーディング パートナのドキュメン ト交
換のコンフ ィグレーショ ン 

ドキュ メ ン ト交換時にコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トのパーティが使用する
ビジネス プロ ト コル バインディ ング情報を定義するには、 指定した ト レーディ
ング パートナの [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブを使用します。

ト レーディ ング パートナのドキュ メ ン ト交換を作成するには、 次の作業が必要
です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブがア
クティブでない場合は、 これを選択します。

3. ビジネス プロ ト コル バインディ ングを選択します。 これ以降の手順は、 何
を選択したかによって異なり ます。 詳細については、 以下の節を参照して く

ださい。

� 3-15 ページ の 「ドキュ メ ン ト交換のための cXML のコンフ ィ グレーシ ョ
ン （非推奨）」

� 3-16 ページ の 「ドキュ メ ン ト交換のための RosettaNet 1.1 のコンフ ィグ
レーシ ョ ン」

� 3-19 ページ の 「ドキュ メ ン ト交換のための RosettaNet 2.0 のコンフ ィグ
レーシ ョ ン」

� 3-22 ページ の 「ドキュ メ ン ト交換のための XOCP 1.1 のコンフ ィグレー
シ ョ ン （非推奨）」 .
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� 3-25 ページ の 「ドキュ メ ン ト交換のための ebXML 1.0 のコンフ ィグ
レーシ ョ ン」

ドキュ メ ン ト交換 ID による証明書の使用法に関する詳細は、『B2B Integration セ
キュ リテ ィの実装』 の 「セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して くだ

さい。

ドキュメン ト交換のための cXML のコンフ ィグ
レーション （非推奨）

注意 : cXML ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の今回のリ リース
で非推奨になっています。 cXML ビジネス  プロ ト コルに代わる機能につ
いての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くだ
さい。

cXML 1.1 バインディ ングを使用して ト レーディ ング  パートナのドキュ メ ン ト交
換 ID を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブの順で選択します。

3. [ ビジネス  プロ ト コル バインディ ング ] フ ィールドで、 [cXML 1.1] を選択し
ます。 cXML 値は、 次の表で示します。
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4. ドキュ メ ン ト交換の追加または更新が終了したら、 [追加 /適用 ] をク リ ッ ク
します。

ドキュメン ト交換のための RosettaNet 1.1 のコン
フ ィグレーション

RosettaNet 1.1 バインディ ングを使用して ト レーディ ング  パートナのドキュ メ ン
ト交換 ID を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング パートナ ] をク リ ッ ク して [ ト
レーディング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディ ング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

表 3-7  [ ドキュメン ト交換 ] タブの cXML フ ィールド

フ ィールド 説明

[ ドキュメン ト交換名 ] ドキュ メ ン ト交換 ID の一意の名前。 この ID は、 ビジネス  プロ ト コル バ
インディング情報の関連付けに使用される。

[ ビジネス プロト コル 
バインディング ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [cXML 1.1] を選択する。各ドキュ メ ン ト交換 
ID には、 1 つのビジネス  プロ ト コルを関連付ける こ とができ る。 選択し
たプロ ト コルは、 [ ドキュ メ ン ト交換名 ] フ ィールドで指定した ト レー
ディング パートナのドキュ メ ン ト交換名にバインド される。

[ ビジネス プロト コル
定義 ]

前のフ ィールドで指定したビジネス  プロ ト コル バインディングと関連付
けられるビジネス  プロ ト コル。

[共有シークレッ ト ] データを送信しているパーテ ィが本物である こ と を検証するために使用

される情報。

[署名証明書 ] ド ロ ップダウン  リ ス ト から選択される署名証明書の種類。

[有効なドキュメント
交換 ]

使用できる ドキュ メ ン ト交換の リ ス ト。
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� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 WebLogic 
Integration B2B Console の [ プリ ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ
リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選択されている場合のみ使用
できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [ ドキュ メン ト交換 ] タブがア
クテ ィブでない場合は、 これを選択します。

3. [ ビジネス  プロ ト コル バインディ ング ] フ ィールドで、 [RosettaNet 1.1] を選
択します。 [ ドキュ メン ト交換 ] タブの全フ ィールドのデフォル ト値を、 次の
表で示します。

表 3-8  [ ドキュメント交換 ] タブの RosettaNet 1.1 フ ィールド

フ ィールド 説明

[ ドキュメン ト交換名 ] ドキュ メ ン ト交換 ID の一意の名前。 この ID は、 ビジネス  プロ ト コル バ
インディング情報の関連付けに使用される。

[ ビジネス プロト コル 
バインディング ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [RosettaNet 1.1] を選択する。 各ドキュ メ ン ト
交換 ID には、 1 つのビジネス  プロ ト コルを関連付ける こ とができる。 選
択したプロ ト コルは、 [ ドキュ メ ン ト交換名 ] フ ィールドで指定した ト
レーディング パートナのドキュ メ ン ト交換名にバイン ド される。

[ ビジネス プロト コル
定義 ]

前のフ ィールドで指定したビジネス  プロ ト コル バインディングと関連付
けられるビジネス  プロ ト コル。
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4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

[デジタル署名 （否認
防止） ]

使用されるデジタル署名の種類は、 署名証明書、 否認防止性プロ ト コル、

ハッシュ関数、 または署名アルゴ リズム。 このフ ィールドのド ロ ップダ

ウン  リ ス ト から目的の種類を選択する （必須）。

[署名証明書 ] ド ロ ップダウン  リ ス ト から署名証明書を選択する。
このフ ィールドは省略可能。 このフ ィールドの リ ス

トは、 [証明書 ] タブから生成される

[否認防止プロ
ト コル ]

署名証明書に関連付けられたビジネス  プロ ト コル。 [
署名証明書 ] を選択した場合、 このフ ィールドの値は
「PKCS7」 とする。 そ うでない場合は空にするこ と。

否認防止の詳細については、 『B2B Integration セキュ
リ テ ィの実装』 の 「否認防止性の実装」 を参照 （読

み取り専用）。

[ハッシュ関数 ] ト レーディング パートナによって交換される暗号化
パスワードに使用される関数。 [署名証明書 ] を選択
した場合、 この値は 「SHA1」 とする。 それ以外の場

合は空にするこ と。 B2B Integration において 
RosettaNet および XOCP の両プロ ト コルで使用され
るハッシュ関数は SHA1 となる （読み取り専用）。

[署名アルゴリ
ズム ]

ト レーディング パートナによって交換される署名証
明書の暗号化に使用されるアルゴ リズム。 [署名証明
書 ] を選択した場合、 この値は 「RSA」 とする。 それ

以外の場合は空にするこ と。B2B Integration において  
RosettaNet および XOCP の両プロ ト コルで使用され
る署名アルゴ リズムは RSA となる （読み取り専用）。

[有効なドキュメント
交換 ]

使用できる ドキュ メ ン ト交換の リ ス ト。

表 3-8  [ ドキュメン ト交換 ] タブの RosettaNet 1.1 フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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ドキュメン ト交換のための RosettaNet 2.0 のコン
フ ィグレーション

RosettaNet 2.0 バインディ ングを使用して ト レーディ ング  パートナのドキュ メン
ト交換 ID を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブの順で選択します。

3. [ ビジネス  プロ ト コル バインディ ング ] フ ィールドで、 [RosettaNet 2.0] を選
択します。 [ ドキュ メン ト交換 ] タブの全フ ィールドのデフォル ト値を、 次の
表で示します。

表 3-9  [ ドキュメント交換 ] タブの RosettaNet 2.0 フ ィールド

フ ィールド 説明

[ ドキュメン ト
交換名 ]

ドキュ メ ン ト交換 ID の一意の名前を入力する。 この ID は、 ビジネス  プロ ト コ
ル バインディング情報の関連付けに使用される。

[ ビジネス プロ
ト コル バイン
ディング ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [RosettaNet 2.0] を選択する。各ドキュ メ ン ト交換 ID 
には、 1 つのビジネス  プロ ト コルを関連付ける こ とができ る。 選択したプロ ト コ
ルは、 [ ドキュ メ ン ト交換名 ] フ ィールドで指定した ト レーディング  パー トナの
ドキュ メ ン ト交換名にバイン ド される。

[ ビジネス プロ
ト コル 定義 ]

前のフ ィールドで指定したビジネス  プロ ト コル バインディングと関連付けられ
るビジネス  プロ ト コル。
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[暗号 ] 暗号化値。

[暗号証明書 ] ビジネス  メ ッセージの暗号化のコンフ ィグレーシ ョ ン時に
各ト レーディング  パートナに必要となる証明書。 暗号化の
サポートは、 RosettaNet プロ ト コルでのみ利用可能。

[暗号化レベル ] [暗号証明書 ] を選択した場合に、 ビジネス  メ ッセージの暗
号化したい部分を指定できる。

メ ッセージの XML ビジネス  ドキュ メ ン ト部分のみを暗号化
する場合は、 [PAYLOAD] を選択する。

ビジネス  ドキュ メ ン ト と メ ッセージ内のすべての添付ファ
イルを暗号化する場合は、 [ENTIRE_PAYLOAD] を選択する。

[暗号アルゴリ
ズム ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト から使用できる暗号化の暗号アルゴ
リズムの種類。 以下の暗号アルゴ リズムがサポー ト されて

いる。

� RC5 ― RC5 を選択する と、 RSA セキュ リ ティ  コードに
渡されるアルゴ リズム  オブジェク ト識別子は
「RC5-0x10-32-16/CBC/PKCS5Padding」 となる。 アル

ゴ リズム  オブジェク ト識別子が 
RC5-0x10-32-16/CBC/PKC5Padding の場合、 メ ッ
セージの暗号化には CBC モードで PKCS5 埋め込みア
ルゴ リズムによる  RC5 が使用される。

� DES ― DES を選択する と、 RSA セキュ リ テ ィ  コードに
渡されるアルゴ リズム  オブジェク ト識別子は
「DES/CBC/PKC5Padding」 となる。 アルゴ リズム  オブ
ジェ ク ト識別子が  DES/CBC/PKC5Padding の場合、
メ ッセージの暗号化には CBC モードで PKCS5 埋め込
みアルゴ リズムによる  DES が使用される。

� 3DES ― 3DES を選択する と、 RSA セキュ リ テ ィ  コード
に渡されるアルゴ リズム  オブジェ ク ト識別子は
「3DES_EDE/CBC/PKC5Padding」 となる。 アルゴ リズム  
オブジェ ク ト識別子が 3DES_EDE/CBC/PKC5Padding 
の場合、 メ ッセージの暗号化には EDE モードで PKCS5 
埋め込みアルゴ リズムによ る  Triple DES が使用される。
ド メ ステ ィ ッ ク  ラ イセンスが必要。

表 3-9  [ ドキュメン ト交換 ] タブの RosettaNet 2.0 フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

ドキュ メ ン ト交換 ID による証明書の使用法に関する詳細は、『B2B Integration セ
キュ リテ ィの実装』 の 「セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して くだ

さい。

[デジタル署名
（否認防止） ]

必要と されるデジタル署名の種類。 否認防止の詳細については、 『B2B 
Integration セキュ リ ティの実装』 の 「否認防止性の実装」 を参照。

[署名証明書 ] ド ロ ップダウン リ ス ト から選択される署名証明書の種類。
このフ ィールドの リ ス トは、 [証明書 ] タブから生成される
（省略可）。

[否認防止プロ
ト コル ]

署名証明書に関連付けられたビジネス  プロ ト コル。 [署名証
明書 ] を選択した場合、 この値は 「PKCS7」 とする。 それ以
外の場合は空の文字列とする （読み取り専用）。

[ハッシュ関数 ] ト レーディング パートナによって交換される暗号化パス
ワードに使用される関数。 [署名証明書 ] を選択した場合、
この値は 「SHA1」 とする。 それ以外の場合の値は null とす
る。 B2B Integration において  RosettaNet および XOCP の両

プロ ト コルで使用されるハッシュ関数は SHA1 となる （読

み取り専用）。

[署名アルゴリ
ズム ]

ト レーディング パートナによって交換される署名証明書の
暗号化に使用されるアルゴ リズム。 [署名証明書 ] を選択し
た場合、 この値は 「RSA」 とする。 それ以外の場合の値は 
null とする。 B2B Integration において  RosettaNet および 
XOCP の両プロ ト コルで使用される署名アルゴ リズムは RSA 
となる （読み取り専用）。

[有効なドキュ
メント交換 ]

既存のドキュ メ ン ト交換の リ ス ト 。

表 3-9  [ ドキュメント交換 ] タブの RosettaNet 2.0 フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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ドキュメン ト交換のための XOCP 1.1 のコンフ ィグ
レーション （非推奨）

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の今回のリ リース
で非推奨になっています。 XOCP ビジネス プロ ト コルに代わる機能につ
いての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くだ

さい。

XOCP バインディ ングを使用して ト レーディ ング  パートナのドキュ メ ン ト交換 
ID を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブがア
クティブでない場合は、 これを選択します。

3. [ ビジネス  プロ ト コル バインディ ング ] フ ィールドで、 [XOCP 1.1] を選択し
ます。 [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブの全フ ィールドのデフォル ト値を、 次の表で
示します。

 

表 3-10  [ ドキュメン ト交換 ] タブの XOCP フ ィールド

フ ィールド 説明

[ ドキュメン ト交換名 ] ドキュ メ ン ト交換 ID の一意の名前。 この ID は、 ビジネス  プロ ト コル バ
インディング情報の関連付けに使用される。
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[ ビジネス プロト コル 
バインディング ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [XOCP 1.1] を選択する。各ドキュ メ ン ト交換 
ID には、 1 つのビジネス  プロ ト コルを関連付ける こ とができる。 選択し
たプロ ト コルは、 [ ドキュ メ ン ト交換名 ] フ ィールドで指定した ト レー
ディング パートナのドキュ メ ン ト交換名にバイン ド される。

[ ビジネス プロト コル 
定義 ]

前のフ ィールドで指定したビジネス  プロ ト コル バインディングと関連付
けられるビジネス  プロ ト コル。

[ エンド  ポイント  のタ
イプ ]

この ト レーディング パートナと他の B2B Integration インスタンスの間で
使用される接続の種類。 詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』
の 「コンフ ィグレーシ ョ ンの要件」 を参照。

[配信の確認 ] 選択したメ ッセージ配信型 （hub_receipt、 hub_routed または 
destination） が確認されるたびにシステムから受信応答があるよ うに

する場合に、 このオプシ ョ ンを選択する。

注意 : この機能がアクテ ィブであれば、 B2B エンジンの実行時パフォー
マンスに影響する。

詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「コンフ ィグレーシ ョ
ンの要件」 を参照。

[HUB_RECEIPT
]

ハブがメ ッセージを受信する と、 送信者が確認を受

け取る。 このオプシ ョ ンは、 パフォーマンスの低下

が最も小さい。

[HUB_ROUTED
]

メ ッセージがハブにルーテ ィングされる と、 送信者

が確認を受け取る。 このオプシ ョ ンは、 パフォーマ

ンスの低下が中程度。

[DESTINATION] メ ッセージが指定した受信側に送信される と、 送信

者が確認を受け取る。 このオプシ ョ ンは最も高コス

トでパフォーマンスの低下が最も大きい。

[ メ ッセージの履歴 ] WebLogic Integration によって内部リ ス トに格納される送信者メ ッセージ  
ID の数。 WebLogic Integration では、 最後に送信されたメ ッセージのメ ッ
セージ  ID の内部リ ス トが保持される。 リ ス ト の長さは、 このフ ィールド
に入力された数値によって決まる。 この リ ス トは、 現在外部的には使用

できない。 このフ ィールドに指定する数値が大きいほど、 パフォーマン

スの低下も大き くなる。 デフォル ト値の 0 が指定された場合は、 実行時パ
フォーマンスはまったく影響を受けない。

表 3-10  [ ドキュメン ト交換 ] タブの XOCP フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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[再試行 ] 値をテキス ト  フ ィールドに入力して、 任意の再試行値を指定する。 詳細
については、 2-13 ページ  の 「[プリ ファレンス ] の設定」 を参照。

[再試行の回数 ] WebLogic Integration にメ ッセージ送信を試行させる
回数。 デフォル トは 3。

[間隔 ] 同一メ ッセージを再送信しよ う とするまでに経過さ

せる時間の長さ。 デフォル トは 5000 ミ リ秒。

[ タイムアウト ] ト ランザクシ ョ ンの有効期間の長さ （日数、 時間数、

分数、 秒数で指定）。 この期間が過ぎる と、

WebLogic Integration は未処理のメ ッセージが残って
いても ト ランザクシ ョ ンを終了する。 デフォル トは 
5000 ミ リ秒 （省略可）。

[デジタル署名 （否認
防止） ]

デジタル署名の種類を選択する。 詳細については、 『B2B Integration セ
キュ リ テ ィの実装』 の 「否認防止性の実装」 を参照。

[署名証明書 ] 使用する署名証明書の種類。 有効な種類の選択肢は、

[証明書 ] タブから生成される ド ロ ップダウン  リ ス ト
上で提示される。 どれも選択しなければ、 関連の

フ ィールド （[否認防止プロ ト コル ]、 [ハッシュ関
数 ] および [署名アルゴ リズム ]） は表示されない
（省略可）。

[否認防止プロ
ト コル ]

署名証明書に関連付けられたビジネス  プロ ト コル
（読み取り専用）。

[ハッシュ関数 ] ト レーディング パー トナによって交換される暗号化
パスワードに使用される関数。 B2B Integration にお
いて RosettaNet および XOCP の両プロ ト コルで使用

されるハッシュ関数は SHA1 である （読み取り専

用）。

[署名アルゴリ
ズム ]

ト レーディング パー トナによって交換される署名証
明書の暗号化に使用されるアルゴ リズム。 B2B 
Integration において  RosettaNet および XOCP の両プ
ロ ト コルで使用される署名アルゴ リズムは RSA であ
る （読み取り専用）。

表 3-10  [ ドキュメン ト交換 ] タブの XOCP フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

ドキュ メ ン ト交換 ID による証明書の使用法に関する詳細は、『B2B Integration セ
キュ リテ ィの実装』 の 「セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して くだ

さい。

ドキュメン ト交換のための ebXML 1.0 のコンフ ィ
グレーション

ebXML バインディ ングを使用して ト レーディ ング  パートナのドキュ メ ン ト交換 
ID を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。 適切な ト レー
ディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。 （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選
択されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [ ドキュ メン ト  交換 ] タブがア
クテ ィブでない場合は、 これを選択します。

3. [ ビジネス  プロ ト コル バインディ ング ] フ ィールドで、 [ebXML-1.0] を選択
します。 次の表は、 ebXML に対する  [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブに表示される
フ ィールドを示しています。

[有効なドキュメン ト
交換 ]

使用できる ドキュ メ ン ト交換の リ ス ト 。

表 3-10  [ ドキュメン ト交換 ] タブの XOCP フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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表 3-11  [ ドキュメン ト交換 ] タブの ebXML フ ィールド

フ ィールド 説明

[ ドキュメン ト交換
名 ]

ドキュ メ ン ト交換 ID の一意の名前。 この ID は、 ビジネス  プロ ト コル バイ
ンディング情報の関連付けに使用される。

[ ビジネス プロト コ
ル バインディング ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [ebXML-1.0] を選択する。 各ドキュ メ ン ト交換 
ID には、 1 つのビジネス  プロ ト コルを関連付ける こ とができる。 選択した
プロ ト コルは、 [ ドキュ メ ン ト交換名 ] フ ィールドで指定した ト レーディン
グ パートナのドキュ メ ン ト交換名にバインド される。

[ ビジネス プロト コ
ル定義 ]

ebXML ビジネス  プロ ト コルでは、選択可能なビジネス  プロ ト コル定義は 1 
つだけ （ebXML） に限られる。 このフ ィールドのド ロ ップダウン  リ ス ト で
選択できるのは、 この 「ebXML」 だけとなっている。

[配信セマンティ ク
ス ]

メ ッセージが確実に配信される必要の有無を指定する。

[BestEffort] メ ッセージ配信の確実性を必要と しない場合は、 ド

ロ ップダウン  リ ス ト から  [BestEffort] を選択する。
[BestEffort] は、WebLogic Integration がメ ッセージの
配信を試みるが、 その配信は保証されない、 とい う

こ と を示す。

[OnceAndOnlyO
nce]

メ ッセージ配信の確実性が必要な場合は、 ド ロ ップ

ダウン  リ ス ト から  [OnceAndOnlyOnce] を選択する。
[OnceAndOnlyOnce] は、 メ ッセージが確実に 1 度だ
け配信される こ と を  WebLogic Integration が保証する
こ とを示す。 このオプシ ョ ンがデフォル ト となって

いる。
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4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

ドキュ メ ン ト交換 ID による証明書の使用法に関する詳細は、『B2B Integration セ
キュ リテ ィの実装』 の 「セキュ リテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して くだ

さい。

ドキュメン ト交換の削除

ト レーディング パートナのドキュ メ ン ト交換を削除するには、 次の作業が必要
です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

[再試行 ] 値をテキス ト  フ ィールドに入力して、 任意の再試行値を指定する。 詳細に
ついては、 2-13 ページ の 「[ プ リ ファレンス ] の設定」 を参照。

[再試行の回数 ] WebLogic Integration にメ ッセージ送信を試行させる
回数。 デフォル トは 3。

[間隔 ] 同一メ ッセージを再送信しよ う とするまでに経過さ

せる時間の長さ。 デフォル トは 60000 ミ リ秒 （60 
秒）。

[生存時間 ] メ ッセージを受信者がその時間内に配信、 処理する

こ とを定める秒単位の時間。 このインターバルが過

ぎる と、 メ ッセージ送信が停止される。 デフォル ト

は 0 で、 これは時間制限がないこ とを示している。

[デジタル署名 （否
認防止） ]

このフ ィールドは無視する。 ebXML ではデジタル署名 （否認防止性） はサ

ポート していない。

[有効なドキュメン
ト交換 ]

使用できる ドキュ メ ン ト交換の リ ス ト。

表 3-11  [ ドキュメン ト交換 ] タブの ebXML フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナのリ ス トが表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。

注意 : 2 つ目のオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ リーでの
エンテ ィテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス ] タ
ブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選択
されている場合のみ使用できます。

[ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択し、 次に [ ドキュ メ ン ト交換 ] タブがア
クティブでない場合は、 これを選択します。 使用できる ドキュ メ ン ト交換の

リ ス トが表示されます。

3. 削除する ドキュ メ ン ト交換を選択します。 [削除 ] をク リ ッ ク します。

注意 : 複数のドキュ メ ン ト交換を選択してから  [削除 ] をク リ ッ クする と、
複数のドキュ メ ン ト交換を同時に削除できます。

ト レーディング パートナ転送のコンフ ィグ
レーション

ト レーディ ング パートナ転送は、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト に対する
パーテ ィがドキュ メ ン ト交換を行う と きに、 これらのパーテ ィによって使用され
る、 ビジネス プロ ト コル バインディ ング情報を定義します。 転送は、 各 ト レー
ディ ング パートナの配信チャネルに含まれます。 この情報には、 関連するビジ
ネス  ト ランザクシ ョ ンの転送プロ ト コルおよびセキュ リ テ ィ  パラ メータが含ま
れます。 各転送には、 一意の  ID が割り当てられます。

詳細については、 3-32 ページ の 「 ト レーディング パートナの配信チャネルのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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新しい転送の作成

ト レーディング パートナの転送方式をコンフ ィ グレーシ ョ ンする場合は、 ト
レーディ ング パートナの転送方式を転送セキュ リ テ ィ  プロ ト コルにバインド し
ます。

新しい転送を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナの リ ス ト が表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リー上で目的の ト レーディ ング  パートナのノードをク
リ ッ ク します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

右ペインに [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [転送 ] タブの順に選択します。

3. [転送 ] タブで、 次の表で指定されるよ うに、 必要に応じてフ ィールドにデー
タを入力します。

表 3-12  ト レーディング パートナの転送プロト コル フ ィールド

フ ィールド 説明

[転送名 ] 一意の転送名を入力する。

[転送プロト コル ] 転送のためのセキュ リテ ィ  プロ ト コル : HTTP-1.1 または HTTPS-1.1。
HTTPS-1.1 プロ ト コルは SSL を使用し、 ク ラ イアン ト またはサーバの証

明書が定義されている場合のみ選択できる。
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ドキュ メ ン ト交換 ID による証明書の使用法に関する詳細は、 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ

ン」 を参照して ください。

4. 転送プロ ト コルのコンフ ィ グレーシ ョ ンの修正が終了したら、 [適用 /追加 ] 
をク リ ッ ク します。

転送の修正

既存の転送を修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナのリ ス トが表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ト レーディング  パートナを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ

[ エンドポイント ] URI (Uniform Resource Identifier) を入力して、 ト レーディング パートナ転

送のためのコンフ ィグレーシ ョ ンされたエンドポイン トのチェーンを作

成する。

[URI エンドポ
イント ]

URI を入力して [ 設定 ] をク リ ッ クする。

[ エンドポイ
ントのチェー

ン ]

順序付けされた リ ス トに目を通す。 チェーン内のエンド

ポイン トの順序を並べ替えるには、 上矢印および下矢印

を使用する。 エンドポイン ト を削除するには、選択して  
[ 削除 ] をク リ ッ クする。

[ セキュリティ  プロト
コル ]

セキュ リ テ ィ  プロ ト コルの名前を入力する。 HTTPS-11 を指定している
場合は、 SSL-3.0 プロ ト コルが使用される （読み取り専用）。

[利用可能な転送 ] このタブを使用して作成された、 使用できる転送の リ ス ト 。

表 3-12  トレーディ ング パートナの転送プロト コル フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

右ペインに [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [転送 ] タブがアクテ ィブでな
い場合は、 これを選択します。 使用できる転送のリ ス トが表示されます。

3. 修正する転送プロ ト コル ID を選択します。 指定したプロ ト コルの ID のコン
フ ィグレーシ ョ ン フ ィールドが表示され、 こ こにデータが入り ます。

4. 必要に応じてフ ィールドを修正し、 [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

転送の削除

転送を削除するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナの リ ス ト が表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

右ペインに [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [転送 ] タブの順に選択します。 使用できる
転送のリ ス トが表示されます。

3. 削除する転送プロ ト コルを選択します。 [削除 ] をク リ ッ ク します。

注意 : 複数の転送プロ ト コルを選択してから  [削除 ] をク リ ッ クする と、 複
数の転送プロ ト コルを同時に削除できます。
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3 ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン
ト レーディング パートナの配信チャネルの
コンフ ィグレーショ ン

配信チャネルは、 ト レーディ ング  パートナがどのよ うにメ ッセージを送受信す
るかの定義です。 転送およびドキュ メ ン ト交換の要素を参照するこ とによってコ

ンフ ィグレーシ ョ ンします。 詳細については、 3-14 ページ の 「ト レーディ ング 
パートナのドキュ メ ン ト交換のコンフ ィグレーシ ョ ン」 および 3-28 ページ の
「 ト レーディ ング パートナ転送のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

新しい配信チャネルを作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナのリ ス トが表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ト レーディング  パートナを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

右ペインに [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ、 [配信チャネル ] タブの順に選択します。

3. [配信チャネル ] タブで、 次の表で指定されるよ うに、 必要に応じてフ ィール
ドにデータを入力します。

表 3-13  トレーディ ング パートナの配信チャネル フ ィールド

フ ィールド 説明

[配信チャネル名 ] 一意の名前を入力する。 この名前は . . . 特性の関連付け

に使用される。

[転送 ] ド ロ ップダウン  リ ス ト から、 配信チャネルのための転

送を選択する。各配信チャネルに 1 つの転送を関連付け

られる。
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4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

配信チャネルの修正

既存の配信チャネルを修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディ ング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナの リ ス ト が表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

右ペインに [ ト レーディング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [配信チャネル ] タブの順に選択します。 使
用できる配信チャネルのリ ス トが表示されます。

3. 修正する配信チャネルを選択します。 指定した  ID と関連付けられたプロ ト
コルのコンフ ィグレーシ ョ ン フ ィールドにデータが入り ます。

[ ドキュメン ト交換 ] ド ロ ップダウン  リ ス ト から、 配信チャネルのためのド

キュ メ ン ト交換方式を選択する。各配信チャネルに 1 つ
のドキュ メ ン ト交換を関連付けられる。

[ルーティング プロキ
シ ]

[ ドキュ メ ン ト交換 ] タブで、 [ エンド  ポイン ト  タイプ

] の値と して [ ハブ ] を選択した場合は、 [ ルーテ ィング  
プロキシ ] オプシ ョ ンが選択される。 詳細については、

『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「基本的なコンフ ィグ

レーシ ョ ン タスク」 を参照。 （読み取り専用）。

[有効な配信チャネル ] 使用できるすべての配信チャネルの リ ス ト 。

表 3-13  ト レーディング パートナの配信チャネル フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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3 ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン
4. 必要に応じてフ ィールドを修正し、 [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

配信チャネルの削除

配信チャネルを削除するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ト レーディング パートナ ] ノードをク リ ッ ク し
ます。 右ペインに ト レーディ ング  パートナのリ ス トが表示されます。 適
切な ト レーディ ング  パートナを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ト レーディング  パートナを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

右ペインに [ ト レーディ ング パートナ ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ、 [配信チャネル ] タブの順に選択します。 使
用できる配信チャネルのリ ス トが表示されます。

3. 削除する配信チャネルの ID を選択します。 [削除 ] をク リ ッ ク します。
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4 会話のコンフ ィグレーション 

こ こでは、 以下の内容を取り上げます。

� 会話のコンフ ィグレーシ ョ ンの概要

� 会話定義の作成

� 会話定義の修正

� 会話定義の削除

会話のコンフ ィグレーショ ンの概要

ト レーディング パートナが特定のビジネス目的のために交換する電子メ ッセー
ジを会話と呼びます。 B2B Integration 環境では、 以下のよ う な会話が交換できま
す。

� ト レーディング パートナ間のビジネス  メ ッセージ

� 複雑で長期にわたる会話、 または短期で終わる会話

� 固有の名前が付けられた会話

どのタイプのビジネス  メ ッセージを交換できるかは、 会話に参加している ト
レーディ ング パートナのロールによって決ま り ます。 これらのロールは、 その
他のパラ メータ と共に会話定義で指定されています。 会話は、 会話定義のアク

テ ィブなインスタンスです。 詳細については、 『B2B Integration 入門』 を参照し
て ください。
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会話定義の作成

会話とは、 ト レーディ ング  パートナ間で交換される一連のメ ッセージです。
メ ッセージ交換の編成は、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの一部である会話
定義によって決定されます。

WebLogic Integration B2B Console を使用して会話定義を作成する場合は、
Business Process Management （BPM） テンプレー トに基づいてワークフローを
指定できます。 WebLogic Integration B2B Console を更新する と、 [会話定義 ] タ
ブに読み取り専用フ ィールドが表示されます。 このフ ィールドには、 会話定義で

参照されている  BPM テンプレー トが表示されます。

会話定義を作成するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [会話 ] をク リ ッ ク します。 [会話定義 ] ページが表
示されます。

2. 右ペイン上部にある  [新しい会話定義の作成 ] を選択します。 [ コンフ ィグ
レーシ ョ ン ] の [一般 ] タブが表示されます。

3. 必要に応じて、 次の表に示す各フ ィールドにデータを入力します。

表 4-1  [ 一般 ] タブの会話定義フ ィールド

フ ィールド 説明

[ 名前 ] 会話定義の名前 （インスタンス作成後は読み取り専用になる）。

[ バージョン ] 会話定義のバージ ョ ン。 会話定義の作成時に作成された読み取り専用フ ィー

ルド。

注意 : ebXML の場合、 会話バージ ョ ンは 「1.0」 とする。

[ ビジネス プロト
コル ]

この会話定義で使用されるビジネス  プロ ト コル。 B2B Integration では、 ビジ
ネス  プロ ト コルと して  XOCP 1.1、 RosettaNet 1.1、 RosettaNet 2.0、 ebXML 
1.0 および cXML 1.1 がサポート されている。

[ デフォルトのタ
イムアウト時間 ]

ト ランザクシ ョ ンの有効時間の長さ （マイ クロ秒で指定）。 指定した時間が経

過する と、 未処理のメ ッセージがあっても B2B Integration が ト ランザク
シ ョ ンを終了する。 （省略可）。
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会話定義の作成
[ ロール ] 選択した会話定義に使用できる ロール。 ロールを変更するには [設定 ] ボタン
および [削除 ] ボタンを使用する。

注意 : ebXML の場合、 ebXML 会話に対しロール、 [参加者 ] と  [開始者 ] が
あらかじめ定義されており、 これらを変更してはならない。

[ 名前 ] 新たに定義するロールの名前。

注意 : このフ ィールドで、 デフォル トの ebXML ロール （[
参加者 ] および [開始者 ]） については編集してはな
らない。

[ 説明 ] ロールの説明。

注意 : このフ ィールドで、 デフォル トの ebXML ロール （[
参加者 ] および [開始者 ]） については編集してはな
らない。

[WLPI テンプ
レート名 ]

B2B Integration のプラグインを使用して WebLogic 
Integration Studio で作成した協調的 （またはパブ リ ッ ク）

ワークフローを使用している場合は、 このフ ィールドに

ワークフローのテンプレート定義名を入力する （大文字と

小文字は区別される）。 ワークフローのテンプレート または

テンプレート定義を指定した際に、 ワークフローの会話定

義名、 バージ ョ ン、 およびロールを指定した場合は、 この

フ ィールドにワークフロー名が表示される。

注意 : この [WLPI テンプレート名 ] フ ィールドは、
WebLogic Integration Studio を使用してワークフ
ローを作成する場合にのみ使用する。

注意 : デフォル トの ebXML ロール （[参加者 ] および [開
始者 ]） に関しては、 このフ ィールドは使用できな
い。

表 4-1  [一般 ] タブの会話定義フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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4. [作成 ] をク リ ッ ク します。 会話定義が、 使用できる会話定義の リ ス ト に追加
されます。

会話定義の修正

既存の会話定義を修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [会話 ] ノードをク リ ッ ク します。 [会話定義 ] 
ページが表示されます。 会話を選択します。

� 希望する会話のナビゲーシ ョ ン ツ リー ノードをク リ ッ ク します （このオ

プシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエンティテ ィの
表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  
ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが選択されている場合のみ使
用できます）。

[会話定義 ] タブが表示され、 選択した会話定義の値が表示されます。

2. 必要に応じて、 [一般 ] タブの値を修正します。 詳細については、 4-2 ページ 
の 「会話定義の作成」 を参照して ください。

[ ロール ] （続き） [WLPI オーガ
ニゼーション
]

Business Process Management テンプレート  オーガニゼー
シ ョ ンの名前を入力する （大文字と小文字は区別される）。

注意 : この [WLPI オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドは、
WebLogic Integration Studio を使用してワークフ
ローを作成する場合にのみ使用する。

注意 : デフォル トの  ebXML ロール （[参加者 ] および [開
始者 ]） に関しては、 このフ ィールドは使用できな
い。

[使用可能な
ロール ]

選択した会話定義に使用できる ロールの リ ス ト。

ebXML 会話については、 [参加者 ] および [開始者 ] ロール
があらかじめ定義されている。 _ これらのロールについて
は、 修正、 追加、 および削除をしてはならない。

表 4-1  [ 一般 ] タブの会話定義フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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3. [適用 ] をク リ ッ ク します。

会話定義の削除 

無効になった会話定義は、 B2B Console およびリポジ ト リから削除できます。

注意 : アクテ ィブな会話アグ リーメ ン ト で使用されている会話定義は削除でき
ません。

会話定義を削除するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [会話 ] をク リ ッ ク します。 [会話定義 ] ページが表
示されます。

2. 削除する会話定義の横にあるチェ ッ クボッ クスをチェ ッ ク します。

3. [削除 ] をク リ ッ ク します。
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5 コラボレーション アグリーメン ト
のコンフ ィグレーション

企業間 （B2B） 電子商取引を行っている企業では、 コラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン ト を使用してビジネス  パートナ間の自動化された ト ランザクシ ョ ンを管理
します。 ト レーディ ング  パートナはこれらのアグ リーメン ト を通して、 メ ッ
セージの送受信に使用する方法、 プロ ト コルなど、 対話のさまざまな側面につい

て同意します。

この章では、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの作成および管理方法を説明し
ます。 この章の内容は以下のとおりです。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の作成

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のパーティのコンフ ィグレーシ ョ ン

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の有効化と登録

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の詳細については、 『B2B Integration 入門』 を
参照して ください。
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コラボレーショ ン アグリーメン トの作成

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を作成するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインに [ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ページが表
示されます。

2. 右ペインの上部にある  [新しいコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの作成 ] リ
ンクをク リ ッ ク します。 [一般 ] タブが表示されます。

3. 必要に応じて、 次の表に示す各フ ィールドにデータを入力します。

4. [作成 ] をク リ ッ ク します。

新しいコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが作成される と、 そのインスタンスが
既存のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの リ ス ト に追加されます。 リ ス トへの
追加が完了する と、 定義されているパーティが新しいアグ リーメ ン ト を使用でき

る状態になり ます。 詳細については、 5-4 ページ の 「コラボレーシ ョ ン アグ リー
メ ン トのパーティのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

表 5-1  コラボレーション アグリーメントの [一般 ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ コラボレーション ア
グリーメント名 ]

名前を入力する。

[バージョン ] バージ ョ ン番号 （たとえば 2.0） を入力する。

[説明 ] 簡潔な説明を入力する。

[会話定義 ] コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を適用する会話定義
をド ロ ップダウン  リ ス ト から選択する。
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コラボレーション アグリーメントの修正

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を修正する手順は、 作成する手順とほぼ同じ
です。 （5-2 ページ の 「コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の作成」 を参照して く
ださい）。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択し
ます。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインにコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の リ ス トが
表示されます。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択しま
す。

注意 : このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス ] タブで
ナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが選択され
ている場合のみ使用できます。

指定したコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの値が定義された  [ コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [一般 ] タブがアクテ ィブでな
い場合は、 これを選択します。

3. 必要に応じて、 [一般 ] タブの値を修正します。 詳細については、 5-2 ページ 
の 「コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの作成」 を参照して ください。

4. 変更が完了したら、 [適用 ] をク リ ッ ク します。

これで、 [パーティ ] タブに リ ス ト されたコンフ ィグレーシ ョ ン  アグ リーメン ト
の要素を修正できます。 パーテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、
5-4 ページ の 「コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト のパーティのコンフ ィグレー
シ ョ ン」 を参照して ください。

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のモニタについては、 8-20 ページ の 「コラボ

レーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタ」 を参照して ください。
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コラボレーション アグリーメントの削除

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を削除するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインにコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの リ ス ト が表示
されます。

2. 削除するコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択します。 [削除 ] をク リ ッ
ク します。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタについては、 8-20 ページ の 「コラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のモニタ」 を参照して ください。

コラボレーショ ン アグリーメン トのパー
ティのコンフ ィグレーション

会話定義では、 会話に参加している ト レーディング  パートナの複数のロールを
指定した り記述した り します。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のパーテ ィは、
会話定義から ト レーディング  パートナにロールをバインド します。 詳細につい
ては、 『B2B Integration 入門』 を参照して ください。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トのパーティ を作成するには、 次の作業が必要
です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を選択し
ます。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインにコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの リ ス ト が
表示されます。 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を選択しま
す。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
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コ ラボレーシ ョ ン  アグリーメ ン トのパーテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

指定したコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの値が定義された  [ コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択し、 次に [パーティ ] タブがアクテ ィブ
でない場合は、 これを選択します。

3. 必要に応じて、 次の表に示す各フ ィールドにデータを入力します。

表 5-2  [パーティ ] タブのコラボレーション アグリーメント  フ ィールド

フ ィールド 説明

[ ト レーディン
グ パートナ ]

会話でのビジネス  メ ッセージの送受信を認可されたビジネス  エンテ ィテ ィ。

[名前 ] ト レーディング パートナ名を入力するか、 [参照 ] をク リ ッ ク して
既存の ト レーディング パートナを選択する。

[パー
ティ  ID]

選択した ト レーディング  パートナに使用できるパーテ ィ  ID をド
ロ ップダウン リ ス ト から選択する。 ト レーディング パー トナに関
連付ける こ とのできるパーテ ィ  ID は 1 つのみ。

[配信
チャネル
]

選択した ト レーディング  パートナに使用できる配信チャネルをド
ロ ップダウン リ ス ト から選択する。 サービス  バインディングごと
に 1 つの配信チャネルを指定できる。

[会話定義 ] ト レーディング パートナによって実行される一連のメ ッセージ交換の仕様。

[名前 ] [一般 ] タブで選択されたビジネス  コ ラボレーシ ョ ンを表示する読
み取り専用フ ィールド。 5-2 ページ  の 「コ ラボレーシ ョ ン  アグ
リーメン トの作成」 を参照。

[バー
ジョン ]

会話定義のバージ ョ ンを表示する読み取り専用フ ィールド。 4-2 
ページ  の 「会話定義の作成」 を参照。

[ ロール ] ド ロ ップ ダウン リ ス トから ロールを選択する。 詳細については、
5-2 ページ の 「コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン トの作成」 を参照し
て ください。
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4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。

コラボレーション アグリーメントのパーティの修
正

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を選択し
ます。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインにコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの リ ス ト が
表示されます。 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を選択しま
す。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ

[ このコラボ
レーション アグ
リーメントの有

効化および登録
]

コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トが登録される と、 他の ト レーディング パート
ナは直ちにこれを使用してビジネス  プロセスを開始するこ とができる。 次回の 
WebLogic Integration の起動時に、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トの検索およ
び登録が行われる。 5-8 ページ の 「コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン トの有効化
と登録」 を参照。

注意 : コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を登録して有効にするには、 パーテ ィ
のコンフ ィグレーシ ョ ンが完了している必要がある。

[使用できる
パーティ ]

現時点でこのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トに定義されているすべてのパー
テ ィの リ ス ト 。 この リ ス トからパーテ ィを選択する と、 そのパーテ ィの情報と

共にこのタブの他のフ ィールドが伝播される。

注意 : [使用できるパーテ ィ ] リ ス ト には、 ト レーディング パー トナ名、 会話
でのロール、 およびパーテ ィ  ID が表示される。

表 5-2  [パーティ ] タブのコラボレーション アグリーメント  フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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コ ラボレーシ ョ ン  アグリーメ ン トのパーテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

指定したコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの値が定義された  [ コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページが表示されます。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [パーティ ] タブがアクテ ィブ
でない場合は、 これを選択します。

3. [選択したパーティ ] リ ス ト  ボッ クスで、 修正するパーテ ィを選択します。

4. 必要に応じて、 [パーティ ] タブの値を修正します。

詳細については、 5-4 ページ の 「コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のパー
ティのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

5. [適用 ] をク リ ッ ク します。

コラボレーション アグリーメントのパーティの削
除

B2B Integration リポジ ト リからコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トのパーティ を
削除するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択し
ます。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインにコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の リ ス トが
表示されます。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択しま
す。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

指定したコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの値が定義された  [ コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページが表示されます。
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2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択し、 次に [パーテ ィ ] タブがアクテ ィブ
でない場合は、 これを選択します。

3. [選択したパーテ ィ ] リ ス ト  ボッ クスで、 削除するパーティ を選択します。 [
削除 ] をク リ ッ ク します。

コラボレーショ ン アグリーメン トの有効化
と登録

注意 : コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トには、 登録前に少な く と も  2 つのパー
ティ を定義する必要があ り ます。 この要件を満たしていない場合は、 コ

ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト にパーティ を追加します。 手順について
は、 5-4 ページ の 「コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のパーテ ィのコン
フ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが登録される と、 直ちに  WebLogic Integration 
リポジ ト リで使用できます。 以降は、 WebLogic Integration が起動するたびに、
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの検索と登録が行われます。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を登録するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を選択し
ます。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 右ペインにコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの リ ス ト が
表示されます。 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を選択しま
す。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

指定したコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の値が定義された [ コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページが表示されます。
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2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。 [パーティ ] タブがアクテ ィブ
でない場合は、 これを選択します。

3. [ このコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の有効化および登録 ] オプシ ョ ンを
選択します。

4. [追加 /適用 ] をク リ ッ ク します。
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6 ロジック  プラグインの使用

ロジッ ク  プラグインは、 実行時にビジネス  メ ッセージをインターセプ ト して処
理する  Java ク ラスです。 ロジッ ク  プラグインはビジネス  プロ ト コル固有です。
各ビジネス  プロ ト コルは、 次の 3 つのシステム ロジッ ク  プラグインに関連付け
られています。

� ルータ  ロジッ ク  プラグイン

� ルータ  エンキュー ロジッ ク  プラグイン

� フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン

この章では、 ロジッ ク  プラグインを作成する方法と、 WebLogic Integration シス
テムを使用してロジッ ク  プラグインを変更および削除する方法について説明し
ます。 この章の内容は以下のとおりです。

� ロジッ ク  プラグインの作成 （非推奨）

� ロジッ ク  プラグインの修正 （非推奨）

� ロジッ ク  プラグインの削除 （非推奨）

注意 : ロジッ ク  プラグインの表示は、B2B Console の [ プリ ファレンス ] タブで
制御します。 詳細については、 2-16 ページ の 「高度なシステム コンフ ィ
グレーシ ョ ン機能を表示する」 を参照して ください。 ロジッ ク  プラグイ
ンが非表示になっている と、 ナビゲーシ ョ ン  ツ リーには表示されませ
ん。 また、 ロジッ ク  プラグインのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タブもすべて非
表示とな り ます。

プラグインの詳細については、 2-18 ページ の 「高度な ト レーディ ング  パートナ
のコンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの使用」 を参照して ください。 プラグインの
作成については、 『B2B Integration ロジッ クプラグイン プログラ ミ ングガイ ド 』
を参照して ください。
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6 ロジック  プラグインの使用
ロジック  プラグインの作成 （非推奨）

注意 : カスタム ロジッ ク  プラグインの使用は、 WebLogic Integration の今回の
リ リースで非推奨になっています。 カスタム ロジッ ク  プラグインに代わ
る機能についての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参

照して ください。

WebLogic Integration で、 フ ィルタ  チェーンおよびルータ  チェーンにカスタム 
ロジッ ク  プラグインを追加できます。 カスタム ロジッ ク  プラグインには以下の
用途があ り ます。

� フ ィルタ  プラグインを使用して、 どの ト レーディング  パートナまたはロー
ルがメ ッセージを受信するかを制御できます。

� ルータ  プラグインを使用して、 メ ッセージを受信する ト レーディング  パー
トナの リ ス ト を生成するアルゴ リズムを定義できます。

詳細については、 2-18 ページ の 「高度な ト レーディ ング  パートナのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン  オプシ ョ ンの使用」 を参照して ください。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ロジッ ク  プラグイン ] ノードをク リ ッ ク します。
右ペインに [ ロジッ ク  プラグイン ] ページが表示されます。

2. 右ペインで、 プラグインの リ ス トの一番上にある  [新しいロジッ ク  プラグイ
ンの作成 ] リ ンクをク リ ッ ク します。 [一般 ] タブが表示されます。

3. [一般 ] タブで、 次の表で説明する各フ ィールドに新しい値を入力するかデ
フォルト値を修正します。

表 6-1  ロジック  プラグインの [一般 ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[名前 ] 作成するプラグインの名前を入力する。 プラグインの用途を連想させる名前にす

る。

[説明 ] プラグインの簡単な説明を入力する。

[ タイプ ] ド ロ ップダウン  リ ス ト からプラグインのタ イプを選択する。 [ ユーザ フ ィルタ ] ま
たは [ ユーザ ルータ ] が選択できる。
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ロジッ ク  プラグインの修正 （非推奨）
4. 変更が完了したら  [作成 ] をク リ ッ ク します。

作成と修正の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「高度なコン

フ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照して ください。

メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト構造について、 および拡張プロパティ を
参照するための XPath 式の作成手順については、 『B2B Integration ロジッ クプラ
グイン プログラ ミ ングガイ ド』 を参照して ください。

ロジック  プラグインの修正 （非推奨）

注意 : カスタム ロジッ ク  プラグインの使用は、 WebLogic Integration の今回の
リ リースで非推奨になっています。 カスタム ロジッ ク  プラグインに代わ
る機能についての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参

照して ください。

ロジッ ク  プラグインを修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ロジッ ク  プラグインを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ロジッ ク  プラグイン ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 右ペインに [ ロジッ ク  プラグイン ] ページが表示されます。 この
ページで、 適切なロジッ ク  プラグインを選択します。

[Java クラス
名 ]

このロジッ ク  プラグインの実装を指定する  Java ク ラス名を入力する。

[Java クラス
のパラメータ
]

Java ク ラスを定義するパラ メータを入力する。

[名前 ] 追加するパラ メータの名前。

[値 ] 追加するパラ メータの値。

[有効なパラ
メータ ]

使用できるパラ メータの リ ス ト （name=value の形式で、 名前 /
値のペアと して表示）。

表 6-1  ロジック プラグインの [一般 ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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6 ロジック  プラグインの使用
� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ロジッ ク  プラグインを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィが選択されている場合のみ使用できます。

ロジッ ク  プラグインの [一般 ] タブが表示されます。

2. [一般 ] タブでロジッ ク  プラグインを選択します。 指定したロジッ ク  プラグ
インの値が、 [一般 ] タブの各フ ィールドに表示されます。

3. 必要に応じて、 表 6-1 で説明する各フ ィールドの値を修正します。 [適用 ] を
ク リ ッ ク します。

これで、 他のコンフ ィグレーシ ョ ン タブの要素を修正できるよ うにな り ました。

ユーザ プラグインの作成と修正の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の
「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照して ください。

ロジック  プラグインの削除 （非推奨）

注意 : カスタム ロジッ ク  プラグインの使用は、 WebLogic Integration の今回の
リ リースで非推奨になっています。 カスタム ロジッ ク  プラグインに代わ
る機能についての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参
照して ください。

ロジッ ク  プラグインを削除するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ロジッ ク  プラグイン ] ノードをク リ ッ ク します。
右ペインに [ ロジッ ク  プラグイン ] ページが表示されます。

2. [ ロジッ ク  プラグイン ] ページで、 削除するロジッ ク  プラグインを選択しま
す。 [削除 ] をク リ ッ ク します。

ユーザ プラグインの作成と修正の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ
ド』 の 「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照して ください。
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7 ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグ
レーション

こ こでは、 以下の内容を取り上げます。

� ビジネス  プロ ト コルのコンフ ィ グレーシ ョ ンの概要

� ビジネス  プロ ト コル定義の表示

� ユーザ定義のフ ィルタ  チェーンおよびルータ  チェーンの修正

� XOCP フ ィルタ式および XOCP ルータ式の修正 （非推奨）

� ビジネス  プロ ト コル定義の詳細の表示

詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィグレーシ ョ
ン タスク」 を参照して ください。

注意 : XOCP および cXML ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の今
回の リ リースで非推奨になっています。 これらのビジネス  プロ ト コルに
代わる機能についての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』
を参照して ください。

ビジネス プロト コルのコンフ ィグレーショ
ンの概要

電子商取引でビジネス  プロ ト コルとい う と、 企業間ネッ ト ワークでのビジネス
情報の電子交換を制御する一連のルールを意味します。 ビジネス  プロ ト コルは、
ビジネス  メ ッセージの構造、 メ ッセージの処理方法、 およびそれらを適切な受
信側にルーティ ングするための方法を規定します。 B2B Integration の ト レーディ
ング パートナでは、 ビジネス  メ ッセージの送受信のためのプロ ト コルと して、
XOCP、 RosettaNet、 および cXML を使用できます。
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7 ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ン
ビジネス プロ ト コルは、 それを実装するロジッ ク  プラグインによって定義され
ます。 新しいビジネス  プロ ト コル定義を作成するこ とはできません。 これらは、
B2B Integration リ ポジ ト リに格納されています。 使用できるビジネス  プロ ト コ
ルを表示した り、 ビジネス  プロ ト コル定義をユーザが作成したロジッ ク  プラグ
インにマップした りできます。

[ ビジネス  プロ ト コル定義 ] タブには、 使用できるユーザ定義のフ ィルタ、 ルー
タ、 システム エンコーダ、 およびシステム デコーダのリ ス ト が表示されます
（読み取り専用）。 リ ス ト内の項目の順序は、 アクテ ィブ化されたシーケンス  
チェーンまたは順序によって変わり ます。

ビジネス プロ ト コル定義の表示

ビジネス プロ ト コル定義を修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ビジネス プロ ト コル ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 右ペインにビジネス  プロ ト コルの リ ス トが表示されます。 このペー
ジで、 適切なビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます。

ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ン  タブが表示されます。

2. [一般 ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 次の表に示した
ビジネス プロ ト コルについての情報が表示されます （読み取り専用）。

表 7-1  ビジネス プロト コル定義の [一般 ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[名前 ] ビジネス  プロ ト コル定義の名前。

[説明 ] ビジネス  プロ ト コル定義の説明 （読み取り専用）。
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ユーザ定義のフ ィルタ  チェーンおよびルータ  チェーンの修正
これで、 カスタム プラグインを修正できます。 カスタム プラグインには、 フ ィ
ルタ と して定義、 使用される  Java ク ラス と、 ルータ と して定義、 使用される  
XPath 文の両方が含まれている場合もあ り ます。

ユーザ定義のフ ィルタ  チェーンおよびルー
タ  チェーンの修正

デフォルトでは、 組み込みのチェーンであるビジネス  プロ ト コル固有のロジッ
ク  プラグインは、 ビジネス  プロ ト コルのルーティ ング機能およびフ ィルタ機能
と関連付けられています。 カスタム  ロジッ ク  プラグインは、 ルーテ ィングまた
はフ ィルタ処理のいずれかに対して必要に応じて定義および挿入できます。 これ

らのカスタム プラグインを使用する と、 ルーティ ング機能やフ ィルタ機能だけ
でな く、 さまざまなサービスを実行できます。 詳細については、 6-2 ページ の
「ロジッ ク  プラグインの作成 （非推奨）」 を参照して ください。 ロジッ ク  プラグ
インの詳しい説明は、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「高度なコンフ ィ グレー
シ ョ ン タスク」 を参照して ください。

[ ビジネス プロト コル
]

このビジネス  プロ ト コル定義で使用されているプロ ト
コルの名前とバージ ョ ン （読み取り専用）。 本リ リース

でサポート されているプロ ト コルは以下のとおり。

� XOCP 1.1 (非推奨 )

� RosettaNet 1.1

� RosettaNet 2.0

� cXML 1.1 (非推奨 )

� ebXML 1.0

[Java クラス名 ] 選択したビジネス  プロ ト コル定義を実装する  Java ク ラ
ス （読み取り専用）。

表 7-1  ビジネス プロト コル定義の [一般 ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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7 ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ン
カスタム ロジッ ク  プラグインが挿入されているフ ィルタ  チェーンおよびルータ  
チェーンを修正するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ビジネス プロ ト コル ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 右ペインにビジネス  プロ ト コルの リ ス トが表示されます。 このペー
ジで、 適切なビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます。

ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ン  タブが表示されます。

2. [ フ ィルタおよびルータ ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択しま
す。 使用できるフ ィルタおよびルータの リ ス ト が表示されます。

3. 適切なコンフ ィ グレーシ ョ ンになるよ う、 必要に応じてフ ィルタおよびルー
タのリ ス ト を並べ替えます。 タブ上でフ ィルタおよびルータの名前を移動す

るには矢印ボタンを使用します。 次の表では、 有効な値について説明しま

す。

表 7-2  ビジネス プロト コル定義プラグイン

フ ィールド 説明

[ フ ィルタ  
チェーン ]

新しいフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインを作成できる。 詳細については、 6-2 ペー
ジ の 「ロジッ ク  プラグインの作成 （非推奨）」 を参照して ください。

[使用できるフ ィルタ ロジッ
ク  プラグイン ]

使用できるフ ィルタ  タイプのロジッ ク  プラグ
インがすべて リ ス ト される。

[選択したフ ィルタ ] 指定したビジネス  プロ ト コル定義のアクテ ィ
ブなロジッ ク  プラグインが リ ス ト される。
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XOCP フ ィルタ式および XOCP ルータ式の修正 （非推奨）
4. フ ィルタ とルータのコンフ ィ グレーシ ョ ンが完了したら  [適用 ] をク リ ッ ク
します。

XOCP フ ィルタ式および XOCP ルータ式の
修正 （非推奨）

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の今回のリ リース
で非推奨になっています。 XOCP ビジネス  プロ ト コルに代わる機能につ
いての詳細は、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くだ
さい。

XPath は、 XML ドキュ メ ン トの処理に使用する  XML パターン マッチング言語
です。 XPath 式は、 XPath 構文を使用しているビジネス  メ ッセージの宛先を指定
する文字列です。 定義した XPath 式は、 フ ィルタ  チェーンおよびルータ  チェー
ンと関連付ける必要があ り ます。

フ ィルタ式を使用する と、 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トの各部を調べ
て、 そのメ ッセージを受信側の ト レーディ ング  パートナに転送するかど う かを
決定できます。 XPath フ ィルタ式は、 さまざまな選択基準に基づいて true または 
false を返します。 false が返される と、 そのメ ッセージの評価が中止され、 受信
側には送信されません。

[ルータ  チェー
ン ]

新しいルータ  ロジッ ク  プラグインを作成できる。 詳細については、 6-2 ページ  
の 「ロジッ ク  プラグインの作成 （非推奨）」 を参照して ください。

[使用できるルータ ロジック  
プラグイン ]

使用できるルータ  タイプのロジッ ク  プラグイ
ンがすべて リ ス ト される。

[選択したルータ ] 指定したビジネス  プロ ト コル定義のアクテ ィ
ブなロジッ ク  プラグインが リ ス ト される。

表 7-2  ビジネス プロト コル定義プラグイン （続き）

フ ィールド 説明
B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ 7-5



7 ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ン
XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインでは、 XPath ルータ式によってメ ッセージコ
ンテキス ト  ドキュ メ ン トの各部が調べられ、 別の受信側ト レーディ ング  パート
ナのセッ トが選択されます。 フ ィルタおよびルータは、 前に生成された受信側ト

レーディング パートナのフ ィルタおよびルータのセッ トに上書きされるか、 ま
たはそのセッ トに追加されます。

修正できるのはユーザ定義のロジッ ク  プラグインのみです。 詳細については、
6-2 ページ の 「ロジッ ク  プラグインの作成 （非推奨）」 を参照して ください。 ロ
ジッ ク  プラグインの詳しい説明は、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコ

ンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照して ください。
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XOCP フ ィルタ式および XOCP ルータ式の修正 （非推奨）
XPath 式の作成

XPath 式を作成するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ビジネス  プロ ト コル ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 右ペインにビジネス  プロ ト コルの リ ス ト が表示されます。 このペー
ジで、 適切なビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます。

ビジネス  プロ ト コルのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タブが表示されます。

2. [XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択
します。

3. 次の表に示す各フ ィールドに値を入力します。
 

表 7-3  ビジネス プロト コル定義の XOCP フ ィルタと  XOCP ルータ

フ ィールド 説明

[XPath 式 ] XPath 式は、 メ ッセージコンテキス ト  XML ドキュ メ ン トに対する実行時

のシーケンスで評価される。 ドキュ メ ン トには、 メ ッセージに関する メ

タ情報 （送受信する ト レーディング パートナ、 会話情報、 バージ ョ ン情

報など） と共に、 メ ッセージ コンテンツが含まれている。

[ タイプ ] [追加 ] [ 追加 ] を選択する と、 新しい XPath 式の評価結果がそれ以

前の評価結果に追加される。

[置換 ] [ 置換 ] を選択する と、 XPath 式の以前の評価結果が上書き

される。

[XOCP フ ィルタ  
チェーン ]

この リ ス ト  ボッ ク スには、 XOCP フ ィルタ  チェーン用にアクテ ィブに

なっている  XOCP 式全体が表示される。 フ ィルタ  チェーン とは、 特定の

シーケンスで接続された一連の XPath フ ィルタ文。
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4. [設定 ] をク リ ッ クする と、 新しい XPath フ ィルタ  チェーンが作成されます。
チェーン内の文の順序を並べ替えるには、 上矢印キーおよび下矢印キーを使

用します。

5. [適用 ] をク リ ッ ク します。

ロジッ ク  プラグインの詳しい説明は、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「高度な
コンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照して ください。

ビジネス プロト コル定義からの XPath 式の削除 

ビジネス プロ ト コル定義から  XPath フ ィルタ  チェーンまたは XPath ルータ  
チェーンを削除するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ビジネス プロ ト コル ] ノードをク リ ッ ク します。
右ペインに [ ビジネス プロ ト コル定義 ] ページが表示されます。

2. [ ビジネス  プロ ト コル定義 ] ページで、 削除する  XOCP フ ィルタまたは 
XOCP ルータが含まれているビジネス  プロ ト コル定義を選択します。 ビジネ
ス  プロ ト コル タブが表示されます。

3. [XOCP フ ィルタおよびルータ ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択
します。

4. 削除する  XOCP フ ィルタ  チェーンまたは XOCP ルータ  チェーンを選択しま
す。 [削除 ] をク リ ッ ク します。

ロジッ ク  プラグインの詳しい説明は、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「高度な
コンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照して ください。

[XOCP ルータ チェー
ン ]

この リ ス ト  ボッ クスには、 XOCP ルータ  チェーン用にアクテ ィブになっ

ている  XOCP 式全体が表示される。 ルータ  チェーン とは、 特定のシーケ

ンスで接続された一連の XPath ルータ文。

表 7-3  ビジネス プロト コル定義の XOCP フ ィルタと  XOCP ルータ （続き）

フ ィールド 説明
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ビジネス プロト コル定義の詳細の表示

フ ィルタおよびルータのリ ス ト には、 システムレベルのエンティテ ィ とユーザが

作成したプラグインが含まれています。 エンコーダおよびデコーダは、 すべてシ

ステムレベルのエンティテ ィです。 修正できるのはユーザ定義のロジッ ク  プラ
グインのみです。 詳細については、 6-2 ページ の 「ロジッ ク  プラグインの作成
（非推奨）」 を参照して ください。

ビジネス  プロ ト コル定義についての詳細情報を表示するには、 次の作業が必要
です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行して、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ ビジネス  プロ ト コル ] ノードをク リ ッ ク しま
す。 右ペインにビジネス  プロ ト コルの リ ス ト が表示されます。 このペー
ジで、 適切なビジネス  プロ ト コルを選択します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 ビジネス  プロ ト コルを選択します。

注意 : 2 つ目の方法は、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエン
ティテ ィの表示」 で説明している とおり、 B2B Console の [ プリ ファ
レンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティ
テ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます。

ビジネス  プロ ト コルのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タブが表示されます。

2. [詳細 ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択します。 使用できるユー
ザ定義のフ ィルタおよびルータのリ ス トが表示されます。 システム  エンコー
ダおよびシステム デコーダも含まれています。
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8 B2B Integration のモニタ

こ こでは、 以下の内容を取り上げます。

� B2B エンジンのモニタ

� ト レーディング パートナのモニタ

� ト レーディング パートナ セッシ ョ ンのモニタ

� 会話定義のモニタ

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のモニタ

B2B エンジンのモニタ

B2B エンジンの現在のステータスを確認するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 右ペ
インに、 3 つの上位レベル タブ （[ コンフ ィグレーシ ョ ン ]、 [ モニタ ]、 およ
び [ メモ ]） が表示されます。

2. [ モニタ ] タブを選択します。 [一般 ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これ
を選択します。 以下のフ ィールドが表示されます。

表 8-1  B2B エンジンのステータス

フ ィールド 説明

[ このサーバを起動 <
または > このサーバを
シャッ トダウン ]

表示されている リ ンクをク リ ッ クする と、 B2B エンジ
ンが起動または停止する。
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B2B エンジンのシャッ トダウン

B2B エンジンをシャ ッ トダウンするには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 [ コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. 右ペインの [モニタ ] タブを選択します。 [一般 ] タブがアクテ ィブでない場
合は、 これを選択します。

3. [ このサーバをシャッ トダウン ] リ ンクを選択します。

4. シャ ッ トダウン方法を選択します。

[ ステータス ] B2B エンジンの現在のステータス。 [実行中 ] または [
非アクテ ィブ ] のいずれかとなる。

[永続化 ] B2B エンジンの永続性属性の現在の状態。 永続性はオ
ンまたはオフのいずれか。 永続性がオンの場合、 B2B 
エンジンは、 ク ラ ッシュ時にエンジンの回復に必要な

状態情報を保存する。

永続性がオフの場合は、 状態情報を保存しない。 した

がって、 ク ラ ッシュが起きても回復は不可能となる。

[ アクティベーション
時間 ]

B2B エンジン  が最後に起動された時刻。 B2B エンジ
ンが起動していない場合は [ なし ] （該当なし） と表示
される。

表 8-1  B2B エンジンのステータス

フ ィールド 説明
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5. B2B エンジンがシャ ッ トダウンします。

B2B Integration の統計値の表示

B2B Integration の統計値を表示するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。

2. 右ペインの [ モニタ ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択します。 [
統計 ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。

表 8-2  シャッ トダウン方法

選択肢 説明

[即時 ] すべてのアクテ ィビテ ィを直ちに停止する。

[停止 ] B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンし、 ト レーディング 
パートナ セッシ ョ ンのシャ ッ ト ダウンを ト リ ガする。
これによ り、 すべての会話が終了し、 すべてのメ ッ

セージ  キューが削除される。

注意 : B2B エンジンのシャ ッ ト ダウン後に、 Bulk 
Loader ユーテ ィ リ テ ィ または B2B Console を使
用して リポジ ト リ  データをインポートする予定
がある場合、 シャ ッ ト ダウン方法は [停止 ] を
選択するこ と。
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表 8-3  B2B Integration の統計値

フ ィールド 説明

[WLI B2B がアクティ
ブになった時間 ]

B2B エンジンが起動された日付と時刻。

[ トレーディング パー
トナ セッション ]

アクテ ィブな ト レーディング パートナ セッシ ョ ンの数
（ト レーディング パー トナは、 ト レーディング パー トナ 
セッシ ョ ンを開始する とアクテ ィブになる）。 リ ンクを

ク リ ッ クする と、 モニタ している ト レーディング  パー
トナに関連するセッシ ョ ンの リ ス トが表示される。

[ アクティ ブなコラボ
レーション アグリーメ
ント ]

アクテ ィブなコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トの数。
アクテ ィブなコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト とは、
有効になっていて登録されているコ ラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメン ト 。 使用中である場合もある。

[ アクティ ブな会話 ] アクテ ィブな会話の数。

[ アクティ ブな配信
チャネル ]

B2B Integration で使用できるアクティブな配信チャネル
の数 （配信チャネルがアクテ ィブであるためには、 ト

レーディング パートナ セッシ ョ ン内で少な く と も  1 つ
の ト レーディング  パートナがその配信チャネルを使用
している必要がある）。

[送信したメ ッセージ ] B2B エンジンの当該インスタンスによって送信された
メ ッセージの数。

[受信したメ ッセージ ] B2B エンジンの当該インスタンスで受信したメ ッセー
ジの数。

[最後に送信したメ ッ
セージ ]

B2B エンジンの当該インスタンスによって最後に送信
されたメ ッセージの日付と時刻。

[最後に受信したメ ッ
セージ ]

B2B エンジンの当該インスタンスで最後に受信した
メ ッセージの日付と時刻。
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B2B Integration のログの表示

B2B Integration のログには、 B2B エンジンで生成されたすべてのメ ッセージが
含まれています。 これらのメ ッセージの重大度は、 FATAL、 ERROR、

WARNING、 INFO の 4 種類です。

B2B Integration のログを表示するには、 次の作業が必要です。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最上位ノードである  [B2B] をク リ ッ ク します。 [ コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

2. 右ペインの [ モニタ ] タブを選択します。 [ ログ ] タブがアクテ ィブでない場
合は、 これを選択します。 次の表では、 [ ログ ] タブの各フ ィールドについて
説明します。

表 8-4  [ ログ ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ ログ ファイル ] ログ ファ イルの名前とディ レク ト リ を入力する。 デフォルトでは、 ファ イル名

が wlc.log、 ディ レク ト リが B2B エンジンの起動ディ レク ト リ となる。

[ レベル ] ド ロ ップダウン  リ ス ト を使用して、 ログから検索する メ ッセージの重大度を選
択する。 以下のいずれかを選択できる。

[すべて ] すべてのメ ッセージを表示する。

[情報、 警告、 エ
ラーおよび致命的

なエラー ]

重大度が INFO 以上のメ ッセージをすべて表示する。

[警告、 エラーお
よび致命的なエ

ラー ]

重大度が WARNING 以上のメ ッセージをすべて表示す
る。

[ エラーおよび致
命的なエラー ]

重大度が ERROR 以上のメ ッセージをすべて表示する。

[致命的なエラー ] 重大度が FATAL のメ ッセージのみ表示する。
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ト レーディング パートナのモニタ

ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ンおよびト レーディ ング  パートナ パーティ を
モニタできます。

ト レーディ ング パートナをモニタするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング パートナ ] をク リ ッ ク して [ ト
レーディング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディ ング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブを選択します。 [ セッシ ョ ン ] タブおよび [配信チャネル ] タ
ブが表示されます。

3. [ セッシ ョ ン ] タブを選択して ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンを表示し
ます。

[ ページごとの
行数 ]

ド ロ ップダウン  リ ス ト を使用して、 ログから検索する メ ッセージの数を選択す
る。 以下のいずれかを選択できる。

250

500

1000

5000

ログの最後に到達する と、 [Last Page] メ ッセージが送信される。

表 8-4  [ ログ ] タブのフ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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4. モニタする ト レーディング パートナを選択します。 このセッシ ョ ンをシャ ッ
ト ダウンするには、 [ この ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンのシャ ッ ト  ダ
ウン ] リ ンクをク リ ッ ク します。

トレーディング パートナのセッシ ョン会話のモニ
タ

ト レーディング パートナのセッシ ョ ン会話の詳細をモニタするには、 次の作業
が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 すべての ト
レーディ ング パートナ セッシ ョ ンが リ ス ト されます。

3. セッシ ョ ンの詳細を表示するには、 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンの
リ ンクをク リ ッ ク します。

4. ト レーディング パートナの会話の数が表示されます。 さ らに詳細を表示する
には会話の数をク リ ッ ク します。
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ト レーディング パートナのアクティブな配信チャ
ネルのリスト

ト レーディ ング パートナのアクティブな配信チャネルの詳細をモニタするには、
次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング パートナ ] をク リ ッ ク して [ ト
レーディング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディ ング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 [配信チャネ
ル ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択します。 アクテ ィブな配信
チャネルがすべて表示されます。

3. 配信チャネルをク リ ッ クする と詳しい説明が表示されます。

配信チャネルの詳細を表示するには、 配信チャネルのリ ンクをク リ ッ ク しま
す。 詳細については、 8-9 ページ の 「 ト レーディ ング パートナの配信チャネ
ルのモニタ」 を参照して ください。
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トレーディング パートナの配信チャネルのモニタ

ト レーディング パートナのアクテ ィブな配信チャネルの数をモニタするには、
次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。 [ モニタ ] タブがアクテ ィ
ブでない場合は、 これを選択します。

2. すべての配信チャネルがリ ス ト されます。 [配信チャネル ] タブがアクテ ィブ
でない場合は、 これを選択します。 アクテ ィブな配信チャネルがすべて表示
されます。

3. 次の表に示す詳細を表示するには、 配信チャネルへの リ ンクをク リ ッ ク しま
す。

表 8-5  ト レーディング パートナの配信チャネル フ ィールド

フ ィールド 説明

[ この配信チャネルの無効
化 ]

この リ ンクをク リ ッ クする と、 選択した配信チャ

ネルが無効になる。

[配信チャネル ] 選択した配信チャネルの名前。

[ ステータス ] 選択した配信チャネルが、 アクテ ィブであるか

シャ ッ ト ダウンされているかを示す。
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ト レーディング パートナの配信チャネルのシャッ
トダウン

ト レーディ ング パートナの配信チャネルをシャッ ト ダウンするには、 次の作業
が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

[ トレーディング パートナ 
セッション ]

アクテ ィブな ト レーディング パートナ セッシ ョ ン
の数 （ト レーディング  パートナは、 ト レーディン
グ パートナ セッシ ョ ンを開始する とアクテ ィブに
なる）。

セッシ ョ ン数の リンクをク リ ッ クする と、 セッ

シ ョ ンの リ ス トが表示される。 詳細については、

8-15 ページ  の 「 ト レーディング パートナの会話の
リ ス ト 」 を参照。

[会話 ] このセッシ ョ ン内の現時点までの会話の数が表示

される。

会話数の リ ンクをク リ ッ クする と、 会話の リ ス ト

が表示される。 詳細については、 8-15 ページ  の
「配信チャネルの会話の リ ス ト 」 を参照。

[ コラボレーション アグ
リーメント ]

この配信チャネルを使用したコ ラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメン ト 。

コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト数の リ ンクをク
リ ッ クする と、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト
の リ ス トが表示される。 詳細については、 8-16 
ページ  の 「配信チャネルのアクティブなコ ラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメン トの リ ス ト 」 を参照。

[送信したメ ッセージ ] この ト レーディング パートナが送信したメ ッセー
ジの数。

表 8-5  トレーディ ング パートナの配信チャネル フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。

3. すべてのト レーディ ング配信チャネルがリ ス ト されます。 [配信チャネル ] タ
ブがアクティブでない場合は、 これを選択します。

4. 配信チャネルを選択します。 この配信チャネルを無効にするには、 [ この配
信チャネルの無効化 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

ト レーディング パートナ セッシ ョンのモニ
タ

ト レーディング パートナ セッシ ョ ンをモニタするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。
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3. すべての ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンが リ ス ト されます。 [ セッシ ョ
ン ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選択します。

4. ト レーディ ング パートナ セッシ ョ ンを選択します。 次の表では、 表示され
る各フ ィールドについて説明します。

表 8-6  トレーディ ング パートナ セッションのモニタ

フ ィールド 説明

[ このト レーディン
グ パートナ セッ
ションのシャッ ト  
ダウン ]

この リ ンクをク リ ッ クする と、 ト レーディング パートナ 
セッシ ョ ンがシャ ッ ト ダウンされる。

[ トレーディング 
パートナ セッショ
ン ]

この ト レーディング パートナ セッシ ョ ンの名前。

[ ステータス ] ト レーディング パートナ セッシ ョ ンがアクテ ィブであるか
ど うかを示す。

[開始時間 ] 現在の ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンが開始された時
刻。

[会話 ] 現在の ト レーディング  パートナ セッシ ョ ンのアクテ ィブな
会話の数。 リ ンクをク リ ッ クする と、 このセッシ ョ ンの会

話の リ ス トが表示される。

[送信したメ ッセー
ジ ]

選択した ト レーディング  パートナが、 現在のセッシ ョ ンに
おいて送信したメ ッセージの数。

[未処理のメ ッセー
ジ ]

未処理のメ ッセージの数。 未処理のメ ッセージとは、 送信

済みだが、 まだキューに入っていて受信されていないメ ッ

セージを指す。 この リ ンクをク リ ッ クする と、 現在のセッ

シ ョ ンにおいて未処理のメ ッセージの リ ス トが表示される。

[最後に送信した
メ ッセージ ]

最後のメ ッセージが送信された日付と時刻。

[最後に受信した
メ ッセージ ]

最後のメ ッセージが受信された日付と時刻。

[最初に失敗した
メ ッセージ ]

メ ッセージの送信が初めて失敗した日付と時刻。
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トレーディング パートナ セッショ ンのリスト

ト レーディング パートナ セッシ ョ ンを リ ス トするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。 [ モニタ ] タブがアクテ ィ
ブでない場合は、 これを選択します。 次に、 [ セッシ ョ ン ] タブを選択しま
す。 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンの リ ス トが表示されます。

2. ト レーディング パートナ セッシ ョ ンの詳しい説明を表示するには、 その
セッシ ョ ンをク リ ッ ク します。 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンの詳細
が表示されます。詳細については、 8-11 ページ の 「ト レーディング  パートナ 
セッシ ョ ンのモニタ」 を参照して ください。

会話定義の会話のリスト

会話定義の会話を リ ス トするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [会話 ] をク リ ッ ク して [会話 ] ページを表示し、
次に適切な会話定義を見つけてク リ ッ ク します。

[最後に失敗した
メ ッセージ ]

メ ッセージの送信が最後に失敗した日付と時刻。

表 8-6  ト レーディング パートナ セッションのモニタ  （続き）

フ ィールド 説明
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� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されている会話をク リ ッ ク します （この

オプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン  ツ リーでのエンティテ ィ
の表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ
ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィがチェ ッ ク されている場合
のみ使用できます）。

[会話 ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。

その会話に関連付けられている会話定義がすべて リ ス ト されます。

3. アクテ ィブな会話の詳しい説明を表示するには、 その会話をク リ ッ ク しま
す。 会話の詳細が表示されます。 詳細については、 8-19 ページ の 「会話定義

のモニタ」 を参照して ください。
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トレーディング パートナの会話のリスト

ト レーディング パートナの会話を リ ス トするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング  パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。

2. すべての会話を表示するには、 次の作業が必要です。

� セッシ ョ ンの場合は、 [ セッシ ョ ン ] タブを選択します。 リ ス ト された ト
レーディ ング パートナ セッシ ョ ンをク リ ッ ク します。

� 配信チャネルの場合は、 [配信チャネル ] タブを選択します。 リ ス ト され
た ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンをク リ ッ ク します。

3. アクテ ィブな会話の詳しい説明を表示するには、 その会話をク リ ッ ク しま
す。 会話の詳細が表示されます。 詳細については、 8-19 ページ の 「会話定義

のモニタ」 を参照して ください。

配信チャネルの会話のリスト

配信チャネルの会話を リ ス トするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
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リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 つづいて、 [
配信チャネル ] タブを選択します。 アクテ ィブな配信チャネルの リ ス ト が表
示されます。

3. アクテ ィブな配信チャネルの詳しい説明を表示するには、 その配信チャネル
をク リ ッ ク します。 アクテ ィブな配信チャネルの詳細が表示されます。

4. アクテ ィブな会話の数へのリ ンクをク リ ッ ク します。 詳細については、 8-19 
ページ の 「会話定義のモニタ」 を参照して ください。

配信チャネルのアクティブなコラボレーション ア
グリーメントのリスト

配信チャネルのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を リ ス トするには、 次の作業
が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディ ング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 つづいて、 [
配信チャネル ] タブを選択します。 アクテ ィブな配信チャネルの リ ス ト が表
示されます。

3. 配信チャネルを選択します。 配信チャネルの詳細が表示されます。
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4. コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の数をク リ ッ クする と、 アクテ ィブなコラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト が リ ス ト されます。

詳細については、 8-18 ページ の 「配信チャネルのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト の詳細の表示」 を参照して ください。

配信チャネルのトレーディング パートナ セッショ
ンのリスト

配信チャネルの ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ンを リ ス トするには、 次の作
業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング  パートナ ] をク リ ッ ク して  [ ト
レーディ ング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディ ング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンテ ィテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング  パートナ ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 つづいて、 [
配信チャネル ] タブを選択します。 アクテ ィブな配信チャネルのリ ス トが表
示されます。

3. アクテ ィブな配信チャネルへの リ ンクをク リ ッ ク します。 配信チャネルの詳
細ページが表示されます （詳細については、 8-9 ページ の 「ト レーディ ング  
パートナの配信チャネルのモニタ」 を参照して ください）。

4. ト レーディング パートナ セッシ ョ ンの数をク リ ッ ク します。 選択した配信
チャネルの ト レーディング パートナ セッシ ョ ンが表示されます。 ト レー
ディ ング  パートナ セッシ ョ ンの詳細については、 8-11 ページ の 「 ト レー

ディ ング  パートナ セッシ ョ ンのモニタ」 を参照して ください。
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配信チャネルのコラボレーション アグリーメント
の詳細の表示

配信チャネルのコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を リ ス トするには、 次の作業
が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ ト レーディ ング パートナ ] をク リ ッ ク して [ ト
レーディング パートナ ] ページを表示し、 次に適切な ト レーディ ング  
パートナを見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで リ ス ト されている ト レーディング  パートナをク
リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ
リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プ リ ファレンス
] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィが
チェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ ト レーディ ング パートナ ] タブが表示されます。

2. [配信チャネル ] タブの [モニタ ] タブがアクテ ィブでない場合は、 これを選
択します。 アクテ ィブな配信チャネルの リ ス ト が表示されます。

3. アクテ ィブな配信チャネルをク リ ッ ク します。 配信チャネルの詳細ページが
表示されます。

4. アクテ ィブなコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の数へのリ ンクをク リ ッ ク し
ます。 現在の配信チャネルに関連するアクテ ィブな実行時コラボレーシ ョ ン  
アグ リーメ ン トの リ ス ト が表示されます。

5. アクテ ィブなコラボレーシ ョ ン アグ リーメン トへの リ ンクをク リ ッ ク しま
す。 次の表に示した各フ ィールドが表示されます。

表 8-7  コラボレーション アグリーメント  フ ィールド

フ ィールド 説明

[ コラボレーション アグ
リーメント ]

選択したコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トの名前。

[バージョン ] コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トのバージ ョ ン番号。
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リ ス ト内のアクテ ィブなコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トについては、 8-9 ペー
ジ の 「 ト レーディ ング パートナの配信チャネルのモニタ」 を参照して ください。

会話定義のモニタ

会話定義のアクティブな会話の表示には 3 つの方法があ り ます。 下記の方法以外
の 2 つについては、 8-15 ページ の 「 ト レーディング パートナの会話の リ ス ト 」、
および 8-15 ページ の 「配信チャネルの会話の リ ス ト 」 を参照して ください。

会話定義のタスクをモニタするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [会話 ] をク リ ッ ク して [会話 ] ページを表示し、
次に適切な会話定義を見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されている会話をク リ ッ ク します （この

オプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲーシ ョ ン ツ リーでのエンティテ ィ
の表示」 で説明している とおり、 [ プリ ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ
ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィがチェ ッ ク されている場合
のみ使用できます）。

[会話定義 ] タブが表示されます。

2. 選択した会話定義の  [ モニタ ] タブを選択します。 現在アクティブな会話の
リ ス ト が表示されます。

[開始時間 ] 現在の ト レーディング パートナ セッシ ョ ンが開始された時刻。

[ ビジネス プロト コル ] このコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トに使用されているビジネス  プ
ロ ト コル。

[会話定義 ] このコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トで使用されている会話定義の
名前。

[パーティ ] このコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トに関与するパーテ ィの数。

表 8-7  コラボレーション アグリーメント  フ ィールド  （続き）

フ ィールド 説明
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3. モニタする会話を選択します。 次の表では、 表示される各フ ィールドについ
て説明します。

コラボレーショ ン アグリーメン トのモニタ

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタには 2 つの方法があ り ます。 詳細に
ついては、 8-16 ページ の 「配信チャネルのアクティブなコラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン トの リ ス ト 」 を参照して ください。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト をモニタするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] をク リ ッ ク
して [ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ページを表示し、 次に適切な
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト を ク リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲー

シ ョ ン ツ リーでのエンテ ィテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ
ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エン
ティテ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

表 8-8  会話のモニタ  フ ィールド

フ ィールド 説明

[End this 
Conversation]

この リ ンクをク リ ッ クする と会話が停止する。

[会話 ] この会話の名前。

[開始時間 ] この会話の開始時刻。

[参加者 ] この会話の参加者の数。 この リ ンクをク リ ッ クする と、 参加者の リ ス トが表

示される。

[最後のメ ッセージ
]

この会話内の最後のメ ッセージが送信された日付と時刻。

[最後の送信者 ] 最後のメ ッセージを送信した ト レーディング  パートナの名前。
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[ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 [ モニタ│一
般 ] タブには以下の読み取り専用フ ィールドがあ り ます。

コラボレーション アグリーメントの有効化

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を有効にする と、 次回の WebLogic Integration 
の起動時にコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が自動的に検索、 登録されます。
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が登録される と、 他の ト レーディング  パート
ナは直ちにこれを使用してビジネス  プロセスを開始する こ とができます。

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を有効にするには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] をク リ ッ ク
して [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページを表示し、 次に適切な
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト を ク リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲー

表 8-9  コラボレーション アグリーメント読み取り専用フ ィールド

フ ィールド 説明

[ コラボレーション アグ
リーメント ]

選択したコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トの名前。

[バージョン ] コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トのバージ ョ ン番号。

[ ステータス ] コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トのステータス。 有効になってい
るかど うか、 登録されているかど うかを示す。

[ ビジネス プロト コル ] このコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トに使用されているビジネス  
プロ ト コル。

[会話定義 ] このコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トで使用されている会話定義
の名前。

[パーティ ] このコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トに関与するパーテ ィの数。
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シ ョ ン ツ リーでのエンテ ィテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ
ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エン
ティテ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 [ モニタ│一
般 ] タブが表示されます。

3. [ このコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの有効化 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタについては、 8-20 ページ の 「コラボ

レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のモニタ」 を参照して ください。

コラボレーション アグリーメントの無効化

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を有効にする と、次回の WebLogic Integration 
の起動時にコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トが自動的に検索、 登録されます。
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが登録される と、 他の ト レーディ ング  パート
ナは直ちにこれを使用してビジネス  プロセスを開始するこ とができます。 コラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を無効化する こ と もできます。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を無効化するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] をク リ ッ ク
して [ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] ページを表示し、 次に適切な
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト を ク リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲー

シ ョ ン ツ リーでのエンテ ィテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ
ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エン
ティテ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

[ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 [ モニタ│一
般 ] タブが表示されます。

3. [ このコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの無効化 ] リ ンクをク リ ッ ク します。
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コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のモニタについては、 8-20 ページ の 「コラボ

レーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタ」 を参照して ください。

コラボレーション アグリーメントの登録解除

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が登録される と、 他の ト レーディング  パート
ナは直ちにこれを使用してビジネス  プロセスを開始する こ とができます。 コラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を有効にする と、 次回の B2B Integration の起動時
にコ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト が自動的に検索、 登録されます。 コ ラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン トの登録を解除する こ と もできます。

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の登録を解除するには、 次の作業が必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] をク リ ッ ク
して [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ページを表示し、 次に適切な
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を見つけてク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト を ク リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲー

シ ョ ン ツ リーでのエンティテ ィの表示」 で説明している とおり、
WebLogic Integration B2B Console の [ プリ ファレンス ] タブでナビゲー
シ ョ ン ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エンティテ ィがチェ ッ ク されている
場合のみ使用できます）。

[ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ] タブが表示されます。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 [ モニタ│一
般 ] タブが表示されます。

3. [ このコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の登録解除 ] リ ンクをク リ ッ ク しま
す。

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のモニタについては、 8-20 ページ の 「コラボ

レーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタ」 を参照して ください。
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コラボレーション アグリーメントのアクティブ化

新しいコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トは、 WebLogic Integration を再起動する
と自動的にアクテ ィブになり ます。WebLogic Integration を再起動するこ とな く、
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を動的に追加するこ と も可能です。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を動的にアクティブ化するには、 次の作業が
必要です。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� 既存のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの リ ス ト を表示するには、 ナビ
ゲーシ ョ ン  ツ リーの [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ] ノードをク
リ ッ ク します。 表示された リ ス トからコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト
を選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク してその他の入力項目を表示します。 また
は、 検索機能を使用して特定のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を探し
ます。 [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト ] リ ンクをク リ ッ ク します。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーに リ ス ト されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ
ン ト を ク リ ッ ク します （このオプシ ョ ンは、 2-17 ページ の 「ナビゲー

シ ョ ン ツ リーでのエンテ ィテ ィの表示」 で説明している とおり、 [ プリ
ファレンス ] タブでナビゲーシ ョ ン  ツ リー オプシ ョ ンの [表示 ] エン
ティテ ィがチェ ッ ク されている場合のみ使用できます）。

2. [ モニタ ] タブがアクティブでない場合は、 これを選択します。 [ モニタ│一
般 ] タブが表示されます。

3. [ コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの登録 ] をク リ ッ ク します。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタについては、 8-20 ページ の 「コラボ

レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のモニタ」 を参照して ください。
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	2. [コンフィグレーション] タブを選択します。[ドキュメント 交換] タブがア クティブでない
	3. [ビジネス プロトコル バインディング] フィールドで、[ebXML-1.0] を選択 しま
	表3-11 [ドキュメント交換] タブの ebXML フィールド 
	4. [追加/適用] をクリックします。


	ドキュメント交換の削除
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択し、次に [ドキュメント交換] タブがア クティブでない
	3. 削除するドキュメント交換を選択します。[削除] をクリックします。

	トレーディング パートナ転送のコンフィグ レーション
	新しい転送の作成
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [コンフィグレーション] タブ、[転送] タブの順に選択します。
	3. [転送] タブで、次の表で指定されるように、必要に応じてフィールドにデー タを入力します。
	表3-12 トレーディング パートナの転送プロトコル フィールド 
	4. 転送プロトコルのコンフィグレーションの修正が終了したら、[適用/追加] をクリックします。


	転送の修正
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、トレーディング パートナを選択します。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択します。[転送] タブがアクティブでな い場合は、これを
	3. 修正する転送プロトコル ID を選択します。指定したプロトコルの ID のコン フィグレーシ
	4. 必要に応じてフィールドを修正し、[追加/適用] をクリックします。

	転送の削除
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、トレーディング パートナを選択します。
	2. [コンフィグレーション] タブ、[転送] タブの順に選択します。使用できる 転送のリストが表
	3. 削除する転送プロトコルを選択します。[削除] をクリックします。


	トレーディング パートナの配信チャネルの コンフィグレーション
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、トレーディング パートナを選択します。
	2. [コンフィグレーション] タブ、[配信チャネル] タブの順に選択します。
	3. [配信チャネル] タブで、次の表で指定されるように、必要に応じてフィール ドにデータを入力し
	表3-13 トレーディング パートナの配信チャネル フィールド 
	4. [追加/適用] をクリックします。

	配信チャネルの修正
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、トレーディング パートナを選択します。
	2. [コンフィグレーション] タブ、[配信チャネル] タブの順に選択します。使 用できる配信チャ
	3. 修正する配信チャネルを選択します。指定した ID と関連付けられたプロト コルのコンフィグレ
	4. 必要に応じてフィールドを修正し、[追加/適用] をクリックします。

	配信チャネルの削除
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、トレーディング パートナを選択します。
	2. [コンフィグレーション] タブ、[配信チャネル] タブの順に選択します。使 用できる配信チャ
	3. 削除する配信チャネルの ID を選択します。[削除] をクリックします。




	4 会話のコンフィグレーション
	会話のコンフィグレーションの概要
	会話定義の作成
	1. ナビゲーション ツリーの [会話] をクリックします。[会話定義] ページが表 示されます。
	2. 右ペイン上部にある [新しい会話定義の作成] を選択します。[コンフィグ レーション] の 
	3. 必要に応じて、次の表に示す各フィールドにデータを入力します。
	表4-1 [一般] タブの会話定義フィールド 
	4. [作成] をクリックします。会話定義が、使用できる会話定義のリストに追加 されます。

	会話定義の修正
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. 必要に応じて、[一般] タブの値を修正します。詳細については、4‑2 ページ の「会話定義の
	3. [適用] をクリックします。

	会話定義の削除
	1. ナビゲーション ツリーの [会話] をクリックします。[会話定義] ページが表 示されます。
	2. 削除する会話定義の横にあるチェックボックスをチェックします。
	3. [削除] をクリックします。



	5 コラボレーション アグリーメント のコンフィグレーション
	コラボレーション アグリーメントの作成
	1. ナビゲーション ツリーの [コラボレーション アグリーメント] ノードをク リックします。右
	2. 右ペインの上部にある [新しいコラボレーション アグリーメントの作成] リ ンクをクリックし
	3. 必要に応じて、次の表に示す各フィールドにデータを入力します。
	表5-1 コラボレーション アグリーメントの [一般] タブのフィールド
	4. [作成] をクリックします。

	コラボレーション アグリーメントの修正
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、コラボレーション アグリーメントを選択し ます。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択します。[一般] タブがアクティブでな い場合は、これを
	3. 必要に応じて、[一般] タブの値を修正します。詳細については、5‑2 ページ の「コラボレー
	4. 変更が完了したら、[適用] をクリックします。

	コラボレーション アグリーメントの削除
	1. ナビゲーション ツリーの [コラボレーション アグリーメント] ノードをク リックします。右
	2. 削除するコラボレーション アグリーメントを選択します。[削除] をクリッ クします。
	コラボレーション アグリーメントのパー ティのコンフィグレーション
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、コラボレーション アグリーメントを選択し ます。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択し、次に [パーティ] タブがアクティブ でない場合は、
	3. 必要に応じて、次の表に示す各フィールドにデータを入力します。
	表5-2 [パーティ] タブのコラボレーション アグリーメント フィールド 
	4. [追加/適用] をクリックします。

	コラボレーション アグリーメントのパーティの修 正
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、コラボレーション アグリーメントを選択し ます。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択します。[パーティ] タブがアクティブ でない場合は、こ
	3. [選択したパーティ] リスト ボックスで、修正するパーティを選択します。
	4. 必要に応じて、[パーティ] タブの値を修正します。
	5. [適用] をクリックします。

	コラボレーション アグリーメントのパーティの削 除
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、コラボレーション アグリーメントを選択し ます。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択し、次に [パーティ] タブがアクティブ でない場合は、
	3. [選択したパーティ] リスト ボックスで、削除するパーティを選択します。[ 削除] をクリッ


	コラボレーション アグリーメントの有効化 と登録
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、コラボレーション アグリーメントを選択し ます。
	2. [コンフィグレーション] タブを選択します。[パーティ] タブがアクティブ でない場合は、こ
	3. [このコラボレーション アグリーメントの有効化および登録] オプションを 選択します。
	4. [追加/適用] をクリックします。




	6 ロジック プラグインの使用
	ロジック プラグインの作成（非推奨）
	1. ナビゲーション ツリーの [ロジック プラグイン] ノードをクリックします。 右ペインに [
	2. 右ペインで、プラグインのリストの一番上にある [新しいロジック プラグイ ンの作成] リンク
	3. [一般] タブで、次の表で説明する各フィールドに新しい値を入力するかデ フォルト値を修正しま
	表6-1 ロジック プラグインの [一般] タブのフィールド 
	4. 変更が完了したら [作成] をクリックします。


	ロジック プラグインの修正（非推奨）
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、ロジック プラグインを選択します。
	2. [一般] タブでロジック プラグインを選択します。指定したロジック プラグ インの値が、[一
	3. 必要に応じて、表 6-1 で説明する各フィールドの値を修正します。[適用] を クリックしま

	ロジック プラグインの削除（非推奨）
	1. ナビゲーション ツリーの [ロジック プラグイン] ノードをクリックします。 右ペインに [
	2. [ロジック プラグイン] ページで、削除するロジック プラグインを選択しま す。[削除] を


	7 ビジネス プロトコルのコンフィグ レーション
	ビジネス プロトコルのコンフィグレーショ ンの概要
	ビジネス プロトコル定義の表示
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、ビジネス プロトコルを選択します。
	2. [一般] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。次の表に示した ビジネス プロトコ
	表7-1 ビジネス プロトコル定義の [一般] タブのフィールド 

	ユーザ定義のフィルタ チェーンおよびルー タ チェーンの修正
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、ビジネス プロトコルを選択します。
	2. [フィルタおよびルータ] タブがアクティブでない場合は、これを選択しま す。使用できるフィル
	3. 適切なコンフィグレーションになるよう、必要に応じてフィルタおよびルー タのリストを並べ替えま
	表7-2 ビジネス プロトコル定義プラグイン 
	4. フィルタとルータのコンフィグレーションが完了したら [適用] をクリック します。


	XOCP フィルタ式および XOCP ルータ式の 修正（非推奨）
	XPath 式の作成
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、ビジネス プロトコルを選択します。
	2. [XOCP フィルタおよびルータ] タブがアクティブでない場合は、これを選択 します。
	3. 次の表に示す各フィールドに値を入力します。
	表7-3 ビジネス プロトコル定義の XOCP フィルタと XOCP ルータ 
	4. [設定] をクリックすると、新しい XPath フィルタ チェーンが作成されます。 チェーン
	5. [適用] をクリックします。

	ビジネス プロトコル定義からの XPath 式の削除
	1. ナビゲーション ツリーの [ビジネス プロトコル] ノードをクリックします。 右ペインに [
	2. [ビジネス プロトコル定義] ページで、削除する XOCP フィルタまたは XOCP ルータ
	3. [XOCP フィルタおよびルータ] タブがアクティブでない場合は、これを選択 します。
	4. 削除する XOCP フィルタ チェーンまたは XOCP ルータ チェーンを選択しま す。[削

	ビジネス プロトコル定義の詳細の表示
	1. 以下のいずれか 1 つを実行して、ビジネス プロトコルを選択します。
	2. [詳細] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。使用できるユー ザ定義のフィルタお



	8 B2B Integration のモニタ
	B2B エンジンのモニタ
	1. ナビゲーション ツリーの最上位ノードである [B2B] をクリックします。右ペ インに、3 
	2. [モニタ] タブを選択します。[一般] タブがアクティブでない場合は、これ を選択します。以
	表8-1 B2B エンジンのステータス
	B2B エンジンのシャットダウン
	1. ナビゲーション ツリーの最上位ノードである [B2B] をクリックします。[コ ンフィグレー
	2. 右ペインの [モニタ] タブを選択します。[一般] タブがアクティブでない場 合は、これを選
	3. [このサーバをシャットダウン] リンクを選択します。
	4. シャットダウン方法を選択します。
	表8-2 シャットダウン方法 
	5. B2B エンジンがシャットダウンします。


	B2B Integration の統計値の表示
	1. ナビゲーション ツリーの最上位ノードである [B2B] をクリックします。
	2. 右ペインの [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。[ 統計] タブがア
	表8-3 B2B Integration の統計値 

	B2B Integration のログの表示
	1. ナビゲーション ツリーの最上位ノードである [B2B] をクリックします。[コ ンフィグレー
	2. 右ペインの [モニタ] タブを選択します。[ログ] タブがアクティブでない場 合は、これを選
	表8-4 [ログ] タブのフィールド 


	トレーディング パートナのモニタ
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブを選択します。[セッション] タブおよび [配信チャネル] タ ブが表示され
	3. [セッション] タブを選択してトレーディング パートナ セッションを表示し ます。
	4. モニタするトレーディング パートナを選択します。このセッションをシャッ トダウンするには、[
	トレーディング パートナのセッション会話のモニ タ
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。すべてのト レーディング パート
	3. セッションの詳細を表示するには、トレーディング パートナ セッションの リンクをクリックしま
	4. トレーディング パートナの会話の数が表示されます。さらに詳細を表示する には会話の数をクリッ

	トレーディング パートナのアクティブな配信チャ ネルのリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。[配信チャネ ル] タブがアクテ
	3. 配信チャネルをクリックすると詳しい説明が表示されます。


	トレーディング パートナの配信チャネルのモニタ
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. すべての配信チャネルがリストされます。[配信チャネル] タブがアクティブ でない場合は、これ
	3. 次の表に示す詳細を表示するには、配信チャネルへのリンクをクリックしま す。
	表8-5 トレーディング パートナの配信チャネル フィールド 
	トレーディング パートナの配信チャネルのシャッ トダウン
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。
	3. すべてのトレーディング配信チャネルがリストされます。[配信チャネル] タ ブがアクティブでな
	4. 配信チャネルを選択します。この配信チャネルを無効にするには、[この配 信チャネルの無効化] 

	トレーディング パートナ セッションのモニ タ
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。
	3. すべてのトレーディング パートナ セッションがリストされます。[セッショ ン] タブがアクテ
	4. トレーディング パートナ セッションを選択します。次の表では、表示され る各フィールドについ
	表8-6 トレーディング パートナ セッションのモニタ 
	トレーディング パートナ セッションのリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. トレーディング パートナ セッションの詳しい説明を表示するには、その セッションをクリックし

	会話定義の会話のリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。
	3. アクティブな会話の詳しい説明を表示するには、その会話をクリックしま す。会話の詳細が表示され



	トレーディング パートナの会話のリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. すべての会話を表示するには、次の作業が必要です。
	3. アクティブな会話の詳しい説明を表示するには、その会話をクリックしま す。会話の詳細が表示され
	配信チャネルの会話のリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。つづいて、[ 配信チャネル] タ
	3. アクティブな配信チャネルの詳しい説明を表示するには、その配信チャネル をクリックします。アク
	4. アクティブな会話の数へのリンクをクリックします。詳細については、8‑19 ページ の「会話定

	配信チャネルのアクティブなコラボレーション ア グリーメントのリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。つづいて、[ 配信チャネル] タ
	3. 配信チャネルを選択します。配信チャネルの詳細が表示されます。
	4. コラボレーション アグリーメントの数をクリックすると、アクティブなコラ ボレーション アグリ

	配信チャネルのトレーディング パートナ セッショ ンのリスト
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。つづいて、[ 配信チャネル] タ
	3. アクティブな配信チャネルへのリンクをクリックします。配信チャネルの詳 細ページが表示されます
	4. トレーディング パートナ セッションの数をクリックします。選択した配信 チャネルのトレーディ

	配信チャネルのコラボレーション アグリーメント の詳細の表示
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [配信チャネル] タブの [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選 択します。アク
	3. アクティブな配信チャネルをクリックします。配信チャネルの詳細ページが 表示されます。
	4. アクティブなコラボレーション アグリーメントの数へのリンクをクリックし ます。現在の配信チャ
	5. アクティブなコラボレーション アグリーメントへのリンクをクリックしま す。次の表に示した各フ
	表8-7 コラボレーション アグリーメント フィールド 

	会話定義のモニタ
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. 選択した会話定義の [モニタ] タブを選択します。現在アクティブな会話の リストが表示されま
	3. モニタする会話を選択します。次の表では、表示される各フィールドについ て説明します。
	表8-8 会話のモニタ フィールド

	コラボレーション アグリーメントのモニタ
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。[モニタ│一 般] タブには以下
	表8-9 コラボレーション アグリーメント読み取り専用フィールド
	コラボレーション アグリーメントの有効化
	1. 以下のいずれか 1 つを実行します。
	2. [モニタ] タブがアクティブでない場合は、これを選択します。[モニタ│一 般] タブが表示さ
	3. [このコラボレーション アグリーメントの有効化] リンクをクリックします。

	コラボレーション アグリーメントの無効化
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